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北
京
大
学
図
書
館
蔵
宋
元
版
解
題
史
部

例

仁1

こ
の
稿
は
、
北
京
大
学
図
書
館
所
蔵
の
宋
元
版
の
う
ち
、
史
部
に
属

す
る
本
を
網
羅
的
に
著
録
す
る
も
の
で
あ
る
。
宋
元
版
と
し
て
の
選
択

は
、
同
館
編
の
北
京
大
学
図
書
館
蔵
蔵
李
氏
書
目
(
一
九
五
六
年
刊
〉

と
北
京
大
学
図
書
館
蔵
善
本
書
目
(
一
九
五
八
年
刊
)
に
拠
っ
た
。
こ

の
両
目
録
に
宋
・
元
版
と
さ
れ
て
い
る
本
は
、
明
版
と
審
定
さ
れ
た
も

の
も
原
則
的
に
取
上
げ
た
。

李
盛
鐸
旧
蔵
書
に
つ
い
て
は
、
冊
数
の
次
に
「
李
」
字
を
付
し
た
。

正
史
類
に
つ
い
て
は
、
北
京
大
学
図
書
館
蔵
宋
元
版
史
部
正
史
類
解

題
と
し
て
、
中
国
典
籍
与
文
化
論
叢
第
一
輯
(
一
九
九
三
年

中
華
書

尾

崎

康

局
刊
)
に
発
表
し
た
か
ら
、
こ
こ
に
は
書
目
の
形
式
で
列
挙
し
、
北
京

図
書
館
古
籍
善
本
書
目
に
倣
っ
て
版
式
等
を
注
記
す
る
に
止
め
た
。

同
版
本
が
日
本
に
現
在
す
る
本
に
つ
い
て
は
、

日
本
現
在
宋
元
版
解

題

史
部
(
上
・
下
)
(
斯
道
文
庫
論
集
第
二
七
・
二
八
輯

一
九
九

ニ
・
四
年
)
に
詳
述
し
た
か
ら
、
基
本
的
な
事
項
以
外
、
重
複
す
る
記

述
は
で
き
る
だ
け
省
略
し
、
「
前
解
題
〈
上
・
下
)
」
を
参
照
し
て
い
た

だ
く
こ
と
と
し
て
、
そ
の
貰
数
を
記
入
し
た
。

正

史

類

史
記
二
二

O
巻

期

南
朝
宋
蓑
掴
集
解

建
安
〕
刊
(
巻
五

1
七
補
配
〔
北
宋
〕
刊
本
・
巻
一

0
0

漢
司
馬
遷
撰

〔
南
宋
前
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第
一
葉
補
配
一
五
至
元
二
五
年
彰
寅
翁
崇
道
精
舎
刊
本
)

左
右
双
辺

0 
行

人

字

線
盟
問
口

二

O
冊

李

左
右
双
辺

一一一一
1
一凶行

二四
1
二
七
字
・
小
字
双
行
二
七
1
一二三字

同

零
本
(
存
巻
五
尾
二
葉
・
巻
六
・
七
)

線
黒
口

左
右
双
辺

三
O
五
)
太
平
路
儒
学
刊

七

-ー・
ナ

白
口

楊
氏

〔
北
宋
U

訓
円
小
字
本

四
行

海
源
閥
四
経
四
史
斎
史
記
之
第
三

双
辺

線
黒
口

。
行

二
二
字

同

残
一
六
巻
(
存
巻

一
1
一
四
・
四
八
・
四
九
・
五
八

1
六

南
朝
宋
沼
嘩
撰

〔
宋
慶
元
四
年
(
一
一
九
八
)
〕
建
安
黄

後
漢
書
一
二

O
巻

0
・
一
一

0
・
一
一
一
ニ

1
一
一
六
・
二
一
八
・
一
二
九
)

南

馬
彪
撰

梁
劉
昭
注

善
夫
刊
(
士
宮
在
一

1
一
四
・
伝
巻
二
一

O
下

1
二
一
五
・
八

O
補

六

O
冊

朝
宋
表
踊
集
解

元
至
元

唐
司
馬
貞
索
隠

唐
張
守
節
正
義

二
五
年
(
一
二
八
八
)
彰
寅
翁
崇
道
精
舎
刊
・

七
冊

李

写
)

左
右
双
辺

線
黒
口

線
黒
口

双
辺

0 
行

八
-寸.
ナ

。
行

一一一{子

漢
書
零
巻
(
存
巻
一
下
第
二

1
一
五
・
一
七
・
一
八
葉
)

(
欠
巻
三
四

1
一
ニ
九
・
四
四

1
四
九
)

漢
班

間

間
撰

〔
南
宋
初
期
〕
両
准
江
東
転
運
司
刊

三
O
五
)
寧
国
路
儒
学
刊

唐
顔
師
古
住

〔
南
宋
中
期
・
一
瓦
〕
逓
修

一
冊

李

双
辺

O 
~ 

rr 

一二一出子

白
口

左
右
双
辺

九
行

一
六
円
子

線
盟
関
口

三
国
志
残
本
(
存
四
四
巻
〉

晋
陳
寿
撰

〔
南
宋
前
期
〕
衛
州
刊
〔
南
宋
中
期
・
元
・
明
〕
逓
修九

冊

同

一
O
O巻

宋
慶
一
五
工
年
(
一

一
九
六
)
建
安
黄
善
夫
・
劉

五
起
刊

李

八

O
冊

一
五
大
徳
九
年
(
一一冊

唐
李
賢
注

(
志
〉
晋
司

元
大
徳
九
年
(
一

一一一六冊

南
朝
宋
義
松
之
注

李
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同
版
二
種
の
取
合
本

A 

巻
二
三
・
二
四
・
四
六
・
五
二
・
六
二
・
六
五

至
〔
明
弘
治
〕
逓
修

B 

巻三
1
一
五

至
明
嘉
靖
一

O
年
逓
修

左
右
双
辺

o 
~ 

fJ 

一
九
字

線
黒
口

又

残
本
(
存
呉
書
二

O
巻
)

至
明
正
徳
一

O
年
逓
修

又

六
五
巻

至
明
嘉
靖
一

O
年
逓
修

二

O
冊

文

残
本
(
存
巻
二
七

1
六
五
)

至
明
万
暦
五
年
逓
修一O

冊

晋
書
一
三

O
巻
音
義
三
巻

唐
房
玄
齢
等
奉
勅
編

(
音
義
)
唐

何
超
撰

漸
〕
刊
明
正
徳
一

0
・
嘉
靖
二
・
九
・
一

O

〔一克

年
逓
修

四

O
冊

左
右
双
辺

一O
行

二

O
字

線
泉
口

又

残
本
(
存
巻
一

1
五
九
・
八
五
・
二
二

0
・
音
義
三
巻
)

至
明
嘉
靖
一

O
年
逓
修

。
冊

又

一三

O
巻
音
義
三
巻

至
明
万
暦
七
年
逓
修

同

一
三

O
巻
(
欠
巻
三
人
)
音
義
三
巻

建
刊
本

五
冊

左
右
双
辺

一
九
・
二

O
字

0 
行

白
口

李

又

零
本
(
存
巻
六
六

1
六
八
・
六
九
(
首
尾
欠
)
)

束
書
一

O
O巻

梁
沈
約
撰

〔
南
宋
前
期

李

期
・
元
・
明
〕
逓
修

明
万
暦
初
南
監
印
本

左
右
双
辺
九
行

一
八
字
白
口

南
斉
書
五
九
巻

梁
斎
子
顕
撰

〔
南
宋
前
期

李

中
期
・
元
・
明
〕
逓
修

明
万
暦
初
南
監
印
本

左
右
双
辺

九
行

一
入
。
子
白
ロ

陳
書
三
六
巻

唐
挑
思
廉
等
奉
勅
撰

〔
南
宋
前
期

明
万
暦
初
南
監
印
本
漸
〕
刊

李

〔
南
宋
中
期
・
元
・
明
〕
逓
修

四
O
冊
・
李

〔
元
〕
覆
南
宋
中
期

八

O
冊

冊

漸
〕
刊
〔
南
宋
中

。
冊

漸
〕
刊
〔
南
宋

。
冊

李李
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左
右
双
辺
九
行

一
人
字
白
口

親
書
一
一
四
巻

北
斉
貌
収
撰

中
期
・
一
五
〕
至
明
嘉
靖
一

O
年
逓
修

左
右
双
辺
九
行

一
八
字
白
口

又

残
本
(
存
巻
四
六

1
八
八
)

〔
明
嘉
靖
後
半
〕
印

李

北
斉
書
五

O
巻

唐
李
百
薬
等
奉
勅
撰

(
南
宋
中
期
・
一
五
〕
至
明
嘉
靖
一

O
年
逓
修

左
右
双
辺

九
行

一
入
学

自
口

局
書
五

O
巻

唐
令
狐
徳
菜
等
奉
勅
撰

〔
南
宋
中
期
・
元
〕
至
明
嘉
靖
一

O
年
逓
修

八
南
宋
前
期

六
冊

李

漸
〕
刊
〔
南
宋

明
万
暦
初
南
監
印
本

四
0 
冊

李

。
冊

〔
南
宋
前
期

漸
〕
刊

(
嘉
靖
中
〕
印

入

冊

李

〔
南
宋
前
期

漸
)
刊

〔
嘉
靖
中
〕
印

四
冊

左
右
双
辺
九
行

又又

一
八
字
自
口

。
冊

又

明
万
暦
初
南
監
印
本

。
冊

陪
書
八
五
巻

〔
明
初
〕

唐
貌
徴
等
奉
勅
撰

克
大
徳
中
鏡
州
路
儒
学
刊

-
至
嘉
靖
一
二
年
逓
修
本
と
〔
元
後
期
〕
覆
鏡
州
路

双
辺

儒
学
刊
本
の
混
配二

二
字
線
黒
口

。
冊

o 
'一-11 

又

明
万
暦
初
南
監
印
本

。
冊

文

残
本
(
存
巻
六

1
二
一
・
二
四

1
一一一五)

南
史
八

O
巻

〔
明
初
〕

唐
李
延
寿
撰

一
五
大
徳
一

O
年
広
徳
路
儒
学
刊

-
至
嘉
靖
一
二
年
逓
修
本
と
〔
元
後
期
〕
覆
広
徳
路

/¥ 
冊

六
冊

李李李李
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儒
学
刊
本
の
混
配

双
辺

0 
行

二
二
字
自
口

又文文

明
万
暦
初
南
監
印
本

二

O
冊

四

O
冊

一
六
冊

。
冊

李李李李

又

巻
六

0
1六
二
補
配
明
万
暦
一
七
年

1
清
康
照
三
九
年
修
本李

北
史
一

O
O巻

唐
李
延
寿
撰

初

-
至
嘉
靖
一

O
年
逓
修

左
右
双
辺

一
三
字
線
黒
口

o 
'♂ 
D 

三
一
冊

克
大
徳
中
信
州
路
儒
学
刊
〔
明

明
万
暦
初
南
監
印
本三
O
冊

又

零
本
(
存
巻
三
七

1
三
九
・
四
五

1
四
八
)

李冊

同

残
本
(
存
巻
二
八

1
五
0
・
五
四
)

左
二
種
の
取
合
本

/¥ 
冊

A 

巻
四
二

1
五
O

元
大
徳
中
信
州
路
儒
学
刊
〔
明
〕
修
本

B 

巻
二
八

1
四
一
・
五
四

〔
明
初
覆
大
徳
信
州
路
儒
学
〕
刊
〔
明
)
逓
修
本

唐
書
二
二
五
巻

宋
欧
陽
惰
・
宋
部
奉
勅
撰

元
天
暦
二
年
(
一

三
二
九
)
覆
〔
南
宋
中
期
〕
建
安
貌
仲
立
宅
刊
本

明
宣
徳
九

-一

O
年
逓
修

一
O
O冊

左
右
双
辺

一
九
字
小
黒
口

0 
行

文

残
本
(
欠
七

O
巻
)

三

O
冊

至
明
正
徳
六
年
逓
修

又

零
巻
(
存
巻
三
四
首
一
一
一
葉
)

冊

〔
明
〕
修

同

附
唐
書
釈
音
二
五
巻

元
大
徳
一
一
年

釈
音
宋
董
衡
撰

(
一
三

O
七
)
建
康
路
儒
学
刊
〔
明
初
〕

-
成
化
一
八
・
弘
治

三
・
嘉
靖
八

1
一
O
年
逓
修
(
巻
一
二
七
上

i
一二

O
補
写
)

五

O
冊

左
右
双
辺

0 
行

二
二
字
白
口

李李
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文

至
万
麿
四
年
逓
修

四
六
冊

万
暦
初
期
南
監
印
本

五
代
史
記
零
本
(
存
巻
四
三

1
四
五
・
四
八

1
五
O
〉

惰
撰

〔
南
宋
〕
刊
(
元
〕
修

左
右
双
辺

行

二
二
・
一
二
円
子
'
臼
口

同

七
四
巻

苅
大
徳
中
鉛
山
州
宗
文
書
院
刊
〔
明
初
〕
修

一
二
冊

左
右
双
辺

二
三
字
線
塁
間
口

。
行

又

至
明
嘉
靖
一

O
年
逓
修

金
史
一
三
五
巻

元
脱
脱
等
奉
勅
撰

〔
明
洪
武
二
三
年
(
一
三

九
O
)
〕
覆
元
至
正
五
年
一
江
断
等
処
中
書
省
刊
本
〔
明
〕
修
(
巻

九一一一

1
九
六
補
配
嘉
靖
八
・
九
年
南
京
国
子
監
刊
本
)
巻
九

七
1
九
九
補
写

四
冊

左
右
双
辺
・
双
辺

。
行

二
二
字
線
黒
口

李

宋
欧
陽

二
冊

李李

人

冊

李李

又

零
本
(
存
巻
一

O
八
)

一
冊

編

年

類

資
治
通
鑑
零
本
(
存
巻
一
二
九

1
三
三
・
二
八
二
〉

宋
司
馬

光
撰

〔
元
覆
南
宋
中
期
建
刊
本
〕

冊

後
補
濃
紺
色
表
紙
(
二
五
・
一
一
一
×
二
一
・
五
号
〉
、
補
装
。

本
文
首
題
「
資
治
通
鑑
巻
第
一
百
二
十
九
/
(
世
格
)
端
明
般
学
士
兼
翰

林
侍
読
学
土
朝
散
大
夫
右
諌
議
大
夫
充
集
賢
股
集
修
撰
提
挙
西
京
崇
福
宮

上
柱
国
河
内
郡
開
国
侯
食
品
二
千
/
八
伯
戸
食
実
封
陸
栢
戸
賜
紫
金
袋
臣

司
，馬

光
奉

勅
編
集
」
。

左
右
双
辺
(
二

O
×
三
了
九
今
)
、

二
一
字
。
版
心

ノ-

イ了

口
、
双
黒
魚
尾
の
間
に
「
監
百
廿
九

(
丁
付
ど
の
よ
う
に
題
し
、
上
象

鼻
に
字
数
、
下
象
鼻
に
刻
工
名
を
刻
す
る
。
耳
題
「
宋
孝
武
」
等
。
刻
工

名
は
漢
臣
の
ほ
か
は
単
字
で
、
哀
対
肖
公
明
尤
祐
朱
今
土
元
宗
。

蔵
印
は
「
江
東
陸
氏
/
書
画
珍
蔵
」
、
「
庶
庵
/
渡
口
人
家
」
、
「
子
々

孫
々
/
宝
之
/

(
陰
)
、
「
銭
受
/
之
読
/
書
記
」
(
銭
謙
益
)
、
「
銭

L一一

/
後
人
」
「
克
/
庵
」
(
銭
曲
目
)
、
「
縛
氏
/
家
印
」
(
号
、
「
元
寛
/
先
生
/

楠
志
/
堂
物
」
、
「
麿
嘉
/
館
印
」
。

す
な
わ
ち
南
宋
中
期
建
安
刊
本
を
一
克
代
に
覆
刻
し
た
本
で
、

四
部
叢
刊 李臼
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本
の
底
本
と
同
版
で
あ
る
。
拙
稿
「
宋
元
刊
資
治
通
鑑
に
つ
い
て
」
(
斯
道

文
庫
論
集
第
二
三
輯

一
九
八
八
年
)
で
は
、
上
海
図
書
館
蔵
本
三
種
に

よ
っ
て
詳
述
し
て
お
い
た
(
一
九
三
頁

1
1
と
こ
ろ
が
、
右
の
蔵
書
印
の

う
ち
江
東
陸
氏
か
ら
縛
氏
ま
で
の
七
印
は
、

上
海
図
書
館
の
三
本
に
も
あ

り
、
明
ら
か
に
僚
巻
で
あ
っ
て
、

い
ず
れ
も
銭
謙
益
(
一
五
八
二

1
一
六

六
回
〉
、
銭
曽
(
一
六
二
九

1
一
七

O
一
)
と
、

一
七
世
紀
後
半
に
は
銭
氏

一
族
の
所
蔵
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
北
京
図
書
館
古
籍
善
本
書
目
に
「
宋
刻
本
十
一
行
二
十
一
字

白
口
左
右
双
辺
」
と
著
録
さ
れ
る
七
部
の
う
ち
、
少
く
と
も
第
一

(
二
九

四
巻
・
配
清
抄
本
・
一
二

O
冊
)
と
第
三
(
存
九
二
巻
・
配
其
他
二
種
宋

刻
本
・
コ
一
二
冊
)
は
こ
れ
と
同
じ
元
の
覆
刻
本
の
は
ず
で
あ
る
が
、
原
刊

本
と
の
識
別
が
さ
れ
て
い
な
い
。
中
国
古
籍
善
本
書
自
に
お
い
て
も
同
様

で
あ
る
。
両
版
の
差
異
に
つ
い
て
は
、
前
稿
に
述
べ
た
。

同
二
九
四
巻

宋
司
馬
光
撰

〔
元
〕
刊

元
胡
三
省
註

一
四
八
冊

後
補
濃
紺
色
絹
表
紙
(
二
九
・
人
×
一
九
・
七
時
ン
)
。
金
銭
玉
装
(
料
紙

高
さ
二
六
・
八
時
ツ
)
。

副
紙
の
表
裏
に
莫
友
芝
と
そ
の
弟
祥
之
の
子
の
業
の
手
識
が
あ
る
が
、

後
に
掲
げ
る
。

王
盤
の
興
文
署
新
刊
資
治
通
鑑
序
。
そ
の
末
に
「
資
治
通
鑑
二
百
九
十

四
巻
計
九
十
六
冊
意
孫
「
醐
」
(
印
)
」
(
越
懐
玉
)
と
の
墨
書
が
あ
る
。

次
で
胡
三
省
の
新
註
資
治
通
鑑
序
。

本
文
巻
首
「
資
治
通
鑑
巻
第
一
/
(
世
格
)
朝
散
大
夫
右
諌
議
大
夫
権
御

史
中
丞
充
理
検
使
上
護
軍
賜
紫
金
魚
袋
臣
司
馬
光
奉
/
勅
編
集
/
(
柑
格
)

後
学
天
台
胡

音
註
」
。

省

双
辺
(
コ
二
・
三
×
一
四
今
)
。

一
O
行
、
二
四
字
・
注
文
小
字
双
行
。

版
IG' 

小
黒
口
、
双
黒
魚
尾
、
題
「
通
鑑
幾
」
、
上
下
象
鼻
に
大
小
字
数
と

刻
工
名
を
刻
す
る
。
刻
工
名
は
多
く
、
増
訂
中
国
訪
書
志
(
一
三
一
頁
ほ

か
)
や
前
稿
(
一
二
四
頁
)
等
に
列
挙
さ
れ
て
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
は
略

す
通
鑑
釈
文
弁
誤
二
一
巻
を
欠
く
。

巻
五
第
二
一
葉
、
巻
二
八
第
二
七
・
二
八
葉
は
補
写
。
前
部
に
朱
句
点

-
朱
引
・
圏
点
が
、
多
く
に
墨
句
点
が
施
さ
れ
る
。

蔵
印
は
「
曹
/
溶
」
「
潔
/
賜
」
、
「
趨
氏
/
億
孫
」
(
越
懐
玉
)
、
「
莫
友

芝
/
図
書
印
」
、
「
章
/
鉦
」
、
他
に
「
三
余
斎
/
図
書
印
」
「
小
酉
/
斎
」

「
竹
/
渓
」
「
州
堂
」
「
玉
林
/
清
露
」

「
墨
池
/
清
興
」

(陰〉

(
陰
〉
「
寛

厚
/
温
柔
」
「
光
塞
/
風
月
」
等
。
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巻
頭
副
紙
の
莫
友
芝
と
莫
栄
の
識
語
は
左
の
通
り
。

「
元
興
文
署
刊
本
資
治
通
鑑
胡
注
二
百
九
十
四
巻
/
装
九
十
六
冊
出
子

泰
州
人
家
同
治
乙
丑
夏
曾
議
/
購
未
就
越
庚
午
秋
購
成
失
舎
弟
以
点
抹
議

刺
/
促
還
之
尋
為
江
安
侍
君
麗
生
所
収
此
刻
字
/
体
多
波
折
四
辺
線
極
粗

嘉
慶
間
都
陽
的
/
刻
亦
称
善
本
而
未
能
畢
肖
也
明
正
嘉
来
是
/
板
帰
南
監

逓
有
修
補
此
本
則
元
末
明
初
板
未
/
漫
沼
時
印
雅
丹
墨
擬
同
其
質
地
定
極

精
/
美
余
折
閲
後
猶
常
々
往
来
子
懐
麗
生
略
/
去

擬
且
増
直
住
口
之
亦
可

謂
能
謹
直
者
失
/
接
印
記
蹴
尾
知
経
蔵
最
著
者
曹
氏
倦
闘
馬
/
氏
小
玲
瀧

山
館
趨
氏
亦
有
生
斎

間
注
此
書
/
原
附
釈
文
弁
誤
十
二
巻
郵
揚
覆
本
有

之
而
/
此
未
備
然
温
公
本
書
閤
究
然
無
少
閥
五
百
年
/
来
万
葉
笹
編
能
が

者
復
幾
見
哉
冬
十
二
/
月
既
望
麗
生
将
還
属
独
山
莫
友
芝
/
書
其
端

「
莫
友
芝
…

図
書
印
」
L

「
当
時
諸
老
一
流
賢
節
食
収
書
不
計
銭
白
髪
重
論
頻
雪
沸
一
白
鞘
騨
ノ
/

結
…
銃
一
一
間
関
一
一
鶴
一
糊
一
側
鯨
青
山
無
意
久
寒
煙
翫
謀
議
側
衣
冠
継
武
/
徴
文
沢

経
史
飴
謀
重
祖
伝
四
十
五
年
遺
墨
在
槍
桑
身
世
抵
棲
然
、
/

一
抗
叔
太
史
出

7J三

祖
庭
旧
蔵
一
克
興
署
葉
資
治
通
鑑
注
本
循
覧
先
/

世
父
題
識
敬
書

長
句
申
寅
九
秋
初
僧
莫
裳
京
邸
並
記
長
月
」
(
印
〉
」
。

こ
の
本
に
も
王
盤
の
興
文
署
新
刊
序
が
あ
っ
て
、
元
刊
胡
三
省
音
註
本

は
か
ね
て
こ
の
序
文
の
通
り
興
文
署
の
刊
本
と
い
わ
れ
て
き
た
が
、

王
国

維
が
元
刊
本
資
治
通
鑑
音
注
駿
(
観
堂
集
林
巻
二
一
)
や
伝
書
堂
善
本
書

自
に
お
い
て
、

ほ
ぼ
こ
れ
を
否
定
し
た
。
中
国
訪
書
志
は
こ
の
両
説
に
疑

間
が
あ
る
と
し
、
私
も
前
稿
に
詳
し
く
検
討
は
行
っ
て
お
い
た
が
、

い
ま

だ
に
断
定
を
し
か
ね
て
い
る
。

又

(
巻
二
九
三
・
二
九
四
補
写
)

人

O
冊

後
補
乳
白
色
表
紙
(
二
一

O
×
一
八
・
六
代
ン
)
。

新
註
資
治
通
鑑
序
が
あ
っ
て
、
本
文
。

末
二
巻
の
補
写
に
続
い
て
、

司
馬
光
の
上
言
、
進
呈
列
街
、
奨
諭
詔
書
、

元
豊
八
年
准
尚
書
省
街
子
〈
聖
旨
下
杭
州
鍍
板
)
列
街
、
紹
興
二
・
三
年

両
斯
東
路
提
挙
茶
塩
司
の
列
衝
が
補
写
さ
れ
て
い
る
。

首
一
巻
に
朱
筆
で
句
点
が
打
た
れ
て
い
る
。
通
鑑
釈
文
弁
誤
を
欠
く
。

比
較
的
早
印
で
刷
り
も
鮮
か
で
あ
る
が
、
上
海
図
書
館
蔵
本
の
巻
七
以

下
の
多
く
の
巻
末
に
胡
三
省
が
苦
難
の
編
纂
過
程
を
書
い
た
記
事
が
刻
さ

れ
て
い
る
の
が
、
も
は
や
削
除
さ
れ
て
存
在
し
な
い
。

蔵
印
は
「
呉
郡
/
陸
氏
/
蔵
書
」
「
全
卿
」
(
明
陸
完
)
、
「
証
印
/
喜

萄」

「
、
在
孟
慈
/
蔵
書
画
印
」
「
孟
/
慈
」
「
江
都
在
氏
/
季
子
桐

(
二
種
)

孜
/
蔵
印
記
」
、
「
楊
紹
和
/
蔵
書
」
「
東
都
楊
紹
/
和
鑑
蔵
金
/
石
画
之

印
」
「
宋
存
書
室
」
「
海
源
閣
」
、
「
燕
京
大
/
学
図
書
/
館
蔵
印
」
。
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又

残
本

存
巻

。

計

四
巻

六
冊

後
補
乳
白
色
表
紙
(
三

O
×
一
八
・
三
世
ン
)
、
金
鍾
玉
装
(
料
紙
高
さ
二

六
・
六
拘
ン
)
。

新
註
資
治
通
鑑
序
に
次
で
、
本
文
。

蔵
印
一
が
読
解
不
能
。

又

零
本
(
存
巻
一

O
五
)

一
冊

香
色
覆
表
紙
(
二
七
・
六
×
一
七
・
七
拘
ン
)
、
「
謹
以
此
元
刊
資
治
通
鑑

一
O
五
巻
残
冊
/
北
大
図
学
専
修
科
以
倣
参
孜
資
料
/
一
九
五
一
年
十
月

四
日
」
と
墨
書
し
、
上
方
に
「
敬
贈
」
、
左
下
方
に
右
横
書
楕
円
形
で
「
北

京
/
隆
福
寺
監
口
大
陀
/
文
殿
閤
書
屈
/
一
五
二
号
後
門
」
の
ゴ
ム
印
を

捺
す
。
後
補
金
切
箔
散
青
色
表
紙
。
金
銭
玉
装
(
料
紙
高
さ
二
五
・
二

今
)
。
全
三
二
葉
。
刷
り
は
か
な
り
良
い
。

又

零
本
(
存
巻
二
三
九
(
欠
第
一

1
四
葉
表
・
五
葉
表
)
1
二
四

(
欠
第
二
八
葉
以
下
)
)

〔
元
〕
刊
〔
明
初
〕
印

李

冊

新
補
群
青
色
表
紙
(
二
九
・
八
×
一
八
持
ン
)
、
金
鍾
玉
装
(
料
紙
高
一
一
六

-四拘ン)。

一
冊
本
を
一
九
六
五
年
に
改
装
し
た
と
い
う
。

蔵
印
は
「
磨
嘉
/
館
印
」
「
木
犀
軒
/
蔵
書
」
。

か
な
り
漫
鴻
が
進
ん
で
い
る
が
、
こ
の
巻
に
明
修
は
な
い
。

又

(
存
通
鑑
釈
文
弁
誤
一
二
巻
)

人

冊

至
明
弘
治
二
年
修

香
色
表
紙
(
二
八
・
八
×
一
七
・
二
一
円
ン
)
、
金
銭
玉
装
(
料
紙
高
さ
二
七

持ン)。本
文
巻
首
「
通
鑑
釈
文
弁
誤
巻
第
一
/
(
崎
格
)
天
台

胡

省

之」。補
刻
葉
に
、
版
心
上
象
鼻
に
「
弘
治
二
年
/
国
子
監
刊
」
、

下
象
鼻
に

「
監
生
周
和
録
」
と
刻
す
る
葉
が
あ
る
。

巻
末
に
胡
三
省
の
通
鑑
弁
誤
後
序
が
あ
る
。

蔵
印
は
「
王
氏
/
心
遠
/
斎
印
」
、
「
楊
紹
和
/
審
定
」
(
儲
龍
一
)
「
彦
合

「
柳
誠
楊
/
承
訓
壁
/
蔵
書
画
印
」
「
宋

/
弥
玩
」
「
楊
印
/
承
訓
」

(陰〉

存
書
室
」
「
柳
城
楊
/
氏
宋
存
書
/
室
珍
蔵
」
「
海
源
/
残
閣
」
、
「
燕
京
大

/
学
図
書
/
館
珍
蔵
」
。
楊
氏
海
源
開
旧
蔵
で
あ
る
が
、
前
揚
の
八

O
冊

本
は
早
印
で
あ
り
、
こ
の
後
修
本
が
僚
巻
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

通
鑑
地
理
通
釈
一
四
巻

宋
王
応
麟
撰

元
後
至
元
六
年
(

四
O
)
慶
元
路
儒
学
刊

明
正
徳
一
・
二
年
(
一
五

O
六

身
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七
〉
修

玉
海
附
刻
本

/¥ 
冊

李

香
色
表
紙
(
二
六
・
五
×
一
七
・
一
内
ン
)
、
繍
装
。

通
鑑
地
理
通
釈
目
録
。
東
西
競
周
斉
相
攻
地
名
致
、
唐
三
州
七
関
十

州
致
、

石
晋
十
六
州
孜
が
附
録
。

本
文
巻
首
「
通
鑑
地
理
通
釈
巻
第
一
/
(
明
十
)
波
儀
王
応
麟
伯
厚
甫
」
。

左
右
双
辺
つ
二
・
八
×
一
二
・
八
代
ン
)
、
一

O
行
、
二
一
字
・
注
文
小
字

双
行
。
版
心

白
口
、
双
黒
魚
尾
、
題
「
通
釈
(
釈
〉
巻
幾
」
、
上
象
鼻
に

字
数
あ
る
い
は
補
刊
年
記
を
、
下
象
鼻
に
と
き
に
刻
工
名
を
刻
す
る
。
補

刊
年
記
は
正
徳
元
・
二
年
。
刻
工
名
は
単
字
が
多
い
が
、
叔
章

翁
寵

正
徳
修
葉
に
胡
断
、
修
葉
に
は
版
下
抄
手
の
監
生
盛
徹
、
監
生
易
章
経
の

名
が
あ
る
。

蔵
印
は
「
烏
程
/
蒋
維
/
基
記
」
「
蒋
維
/
基
記
」
、
「
威
豊
庚
申
以
後
収

蔵
」
、
「
集
古
斎
/
珍
蔵
書
/
画
印
記
」
、
「
磨
嘉
/
館
印
」
「
木
犀
軒
/
蔵

書
」
。
書
録
著
録
。

増
修
陸
状
元
集
百
家
註
資
治
通
鑑
節
二
一

O
巻

宋
司
馬
光
撰

(
欠
巻
四
二

1
四
八
・
七
九

1
九
二
)

陸
唐
老
集
註

〔
元
末

建
安
〕
刊

李

冊

仮
綴
表
紙
(
三
二
・
四
×
一
五
・
八
拘
ン
)
。

首
二
一
葉
半
が
欠
け
て
司
馬
光
上
表
が
一
葉
半
存
、

元
豊
元
年
の
進
呈
列

衝
が
附
き
、
温
公
親
節
資
治
通
鑑
序
、
柳
秘
丞
外
紀
序
、
温
公
外
紀
序
、

通
鑑
釈
文
序
と
続
い
て
、
末
に
「
新
又
新
」
(
棚
)
「
桂
堂
」
(
閥
)
の
木
記

(
と
も
に
胴
部
に
右
横
書
〉
。
さ
ら
に
叙
撰
十
七
史
人
姓
氏
、
叙
註
十
七
史

人
姓
氏
、
陸
状
元
通
鑑
君
臣
事
実
分
紀
網
目
、
「
増
修
陸
状
元
集
百
家
註

資
治
通
鑑
詳
節
目
録
/
(
崎
格
)
会
稽
陸
(
喝
格
)
唐
老

集
註
/
ハ
向
)
建
安

察
ハ
同
)
文
子

校
正
」
と
あ
る
。

首
題
「
増
修
陸
状
元
集
百
家
註
資
治
通
鑑
節
巻
之
ご
。
左
右
双
辺
(
一

八
・
四
×
一
二
・
七
拘
ン
)
、

一
四
行
、
二
三
字
・
注
小
字
双
行
。
版
心

黒
口
、
双
黒
魚
尾
、
題
「
監
幾
」
、
上
象
鼻
の
大
小
字
数
が
ご
く
稀
に
刻
さ

れ
、
ま
た
刻
工
名
郡
部
梁
三
が
巻
一
人
以
下
に
散
見
さ
れ
る
。
宋
諜
欠

筆
が
玄
匡
貞
恒
桓
慎
敦
に
残
る
。
巻
一
七
以
下
に
耳
題
が
あ
り
、

巻
一
三
以
下
の
眉
上
に
標
注
が
行
コ
一
字
で
刻
さ
れ
る
。
巻
一
七

1
コ
一
五
は

半
葉
二
ニ
行
。
巻
一
三
以
下
の
首
題
は
「
陸
状
元
集
百
家
註
資
治
通
鑑
詳

節
」
、
巻
三
六

1
九
O
は
「
増
修
陸
状
元
集
百
家
註
資
治
通
鑑
詳
節
」
で
あ

る
。
巻
二
は
通
鑑
釈
例
図
譜
で
、
第
五
葉
以
下
に
通
鑑
帝
王
授
受
図
、
歴

朝
の
譜
系
図
、
歴
代
国
都
地
理
図
、

五
代
諸
国
借
拠
図
等
が
あ
る
。

巻
四
二

1
四
八
、

七
九

1
九
二
が
欠
巻
、
巻
八
第
一
・
二

O
葉
、
巻

一
八
第
一
・
二
葉
等
を
欠
く
。
巻
一
第
一
葉
表
の
下
方
一

1
二
行
が
横
に 細
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破
損
し
て
い
る
が
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
本
も
同
様
で
、
そ
こ

に
補
写
が
行
わ
れ
て
い
る
。

巻
一

O
六
末
(
唐
憲
宗
元
和
五
年
)
の
一
葉
が
離
れ
、
左
下
方
に
「
両

晋
六
朝
/
三
唐
五
代
/
妙
墨
之
軒
」
(
李
氏
)
の
朱
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

蔵
印
は
「
又
任
/
口
又
」
、
「
木
犀
軒
/
蔵
書
」
「
李
印
/
盛
鐸
」
(
陰
)
「
塵

嘉
/
館
印
」
。

静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
(
完
本
・
三
二
冊
)
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所

蔵
本
(
存
巻
一

1
六
・
一
冊
)
と
同
版
で
、
「
日
本
現
存
宋
元
版
解
題

史

部
〈
上
)
」
に
解
題
し
て
あ
る
。

省
元
林
公
集
註
資
治
通
鑑
詳
節
零
本
(
存
巻
四
三
〉

〔
南
宋

冊

李

建
安
〕
刊

後
補
金
切
箔
散
明
青
緑
色
表
紙
(
二
二
・
二
×
一
四
今
)
、
金
銭
玉
装

(
料
紙
高
さ
一
九
・
五
持
ン
〉
。

本
文
首
題
「
省
元
林
公
集
註
資
治
通
鑑
詳
節
巻
之
四
十
三
/
(
唱
格
)
晋

紀
/
(
唱
を
康
皇
帝
寿
二
十
三
」
。
左
右
双
辺
(
一
四
・
七
×
一

O
今)。

在
位
二
年

一
三
行
、
二
三
字
・
注
文
小
字
双
行
。
版
心

双
黒
魚

'
臼
口
、

尾
、
中
間
に
「
監
四
十
三
己
」

の
題
と
丁
付
。
股
恒
徴
桓
字
欠
画
。
構

(
第
六
葉
表
七
行
)
は
避
謹
で
は
な
か
ろ
う
。
慎
敦
字
は
現
れ
な
い
が
、

同
版
の
上
海
図
書
館
本
は
敦
字
を
欠
く
。
そ
れ
に
見
合
う
南
宋
中
期
の
刊

と
思
わ
れ
る
。
耳
題
が
あ
る
。
書
録
著
録
、
葉
印
極
精
と
い
う
。

朱
句
点
、
朱
引
、
朱
圏
点
を
施
す
。
「
華
氏
/
以
貞
」
、
「
木
斎
/
真
賞
」

~ 
上
海
図
書
館
蔵
本
は
存
巻
二
九
・
三

O
(後
漢
献
帝
紀
中
下
)
の
一
冊
。

他
に
同
版
本
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
中
国
古
籍
善
本
書
目
は
北
京
大
学
、

上
海
両
図
書
館
の
蔵
本
を
合
せ
て
「
存
八
十
一
巻

一
至
九

二
十
七
至
四
十

五
十
至
一
百
二
」
と
著
録
す
る
。

宋
史
全
文
続
資
治
通
鑑
三
六
巻

一
五
欠
名
者
撰

〔元

建
安
〕
刊

冊

後
補
黄
色
艶
表
紙
(
二
七
×
二
ハ
・
九
今
)
、
観
装
。

首
に
進
続
資
治
通
鑑
長
編
表
が
あ
り
、
「
臣
書
言
」
に
始
っ
て
「
乾
道
四

年
四
月
日
李
毒
」
に
終
る
の
は
李
書
撰
と
い
わ
れ
る
続
資
治
通
鑑
、
あ
る

い
は
宋
史
全
文
資
治
通
鑑
の
い
ず
れ
も
前
集
一
八
巻
の
首
に
あ
る
も
の
と

同
文
で
、
書
障
が
長
編
の
表
と
し
て
こ
れ
に
仮
託
し
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。

次
に
宋
朝
玉
葡
(
諸
王
も
少
し
含
め
た
系
図
)
と
宋
朝
伝
授
(
皇
位
継
承

図
)
、
続
資
治
通
鑑
長
編
目
録
、
そ
の
首
に
木
記
四
行
が
あ
っ
て
、
「
宋
史

通
鑑
一
書
見
刊
行
者
節
略
太
甚
読
者
不
無
遺
/
恨
罵
本
堂
今
得
善
本
乃
名

no 



公
所
編
者
前
宋
巳
盛
行
/
於
世
今
再
統
諸
梓
与
天
下
士
大
夫
共
之
誠
為
有

用
/
之
書
回
視
官
本
大
有
蓬
庭
具
眼
者
必
蒙
賞
音
幸
鑑
」
と
い
う
。

首
題
は
「
宋
史
全
文
続
資
治
通
鑑
巻
之
ご
、
撰
者
の
名
は
な
い
。
各
巻

の
首
尾
題
に
は
変
化
が
あ
り
、
巻
六
首
題
に

「
続
」
字
が
な
く
、
巻
一
二

O

尾
題
か
ら
巻
三
三
首
題
ま
で
は

「
増
入
名
儒
講
義
続
資
治
通
鑑
」

で、

「
義
」
を
「
議
」
に
つ
く
っ
た
り
、

「
長
編
」
の
二
字
を
加
え
た
巻
が
あ

り
、
巻
三
四
尾
題
は
「
増
入
名
儒
講
義
続
宋
朝
通
鑑
」
、
巻
三
五
首
題
は

「
増
入
名
儒
講
義
続
宋
資
治
通
鑑
」
、

さ
ら
に
巻
三
六
の
首
尾
題
は
そ
れ

ぞ
れ
「
宋
史
全
文
続
資
治
通
鑑
長
編
」
「
名
儒
講
義
宋
資
治
通
鑑
」
で
あ
る

ご
と
く
で
あ
る
。
「
宋
史
全
文
」
の
四
字
は
や
や
大
き
く
、
入
木
さ
れ
た
も

の
の
よ
う
に
み
え
る
。

双
辺
(
一
九
・
九
×
一
二
元
ン
)
、

一
六
行
、
ニ
五

1
二
六
字
・
注
文
小
字

双
行
。
版
心

小
黒
口
、
双
黒
魚
尾
の
間
に
題
「
双
監
幾
」
、
下
象
鼻
の
右

半
に
刻
工
名
を
刻
す
る
場
合
が
あ
る
。
刻
工
名
は
、
呉
鳥
鄭
賜
景
祥
願

意
文
希
沼
成
林
九
呉
友
。

本
文
は
干
支
(
年
代
)
を
墨
囲
陰
刻
し
て
始
り
、
注
文
は
低
一
格
で
朱

文
公
、
曽
輩
政
要
、
富
弼
講
義
等
と
墨
閤
陰
刻
し
て
宋
儒
の
評
語
を
載
せ

る
。
眉
上
に
見
出
し
の
語
を

ま
た
耳
題
を
「
太
祖
建
隆
一
克
年
」

の
よ
う

に
刻
す
る
。
巻
一
ニ

O
の
尾
題
の
前
に
木
記
の
匡
郭
だ
け
が
あ
る
が
(
左
右

双
辺
、

一
四
・
八
×
一
一
了
七
号
)
、
本
文
が
な
い
。

両
宋
の
編
年
史
で
あ
る
が
、
北
宋
に
つ
い
て
は
李
需
の
続
資
治
通
鑑
長

編
か
ら
、
南
宋
の
高
宗
と
孝
宗
の
部
分
は
留
正
の

「
中
興
両
朝
聖
政
」
か

ら
採
り
、
光
宗
以
後
に
は
独
自
の
記
述
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
巻
三
六
は
、

目
録
で
は
度
宗
、
少
帝
も
含
む
よ
う
に
あ
る
が
、
実
際
は
理
宗
で
終
っ
て

度
宗
以
下
は
宋
季
朝
事
実
に
譲
ら
れ
た
よ
う
で
、
こ
の
本
に
は
類
似
し
た

補
写
が
あ
る
が
宋
季
朝
事
実
は
欠
く
。

そ
の
補
写
と
は
巻
三
六
が
終
っ
た
あ
と
に
「
広
王
本
末
」
と
し
て
四
葉
、

「
衛
王
本
末
」
と
し
て
六
葉
あ
り
、

い
ず
れ
も
「
陳
仲
徴
録
」
と
い
わ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
二
王
本
末
を
移
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
巻

一
九
・
二

0
・一一一四

1
一
ニ
六
が
補
写
で
あ
り
、
巻
三
四

1
三
六
に
は
首
題

の
次
行
に
「
豊
域
瀞
明

大
昇
校
正
」
と
あ
っ
て
、

二
王
本
末
と
も
明
刊

本
に
拠
っ
た
こ
と
を
示
す
。
他
に
欠
葉
が
巻
八
第
一
三
葉

一
三
|
五
五
、

一
五

i
六

一一一一一

l
二
六
。

蔵
印
は
「
頃
川
呉
/
氏
収
蔵
/
図
書
」
(
呉
錠
)
と
「
好
古
/
敏
求
」
。

復
旦
大
学
蔵
本
は
こ
の
三
六
巻
に
宋
季
朝
事
実
二
巻
を
具
す
一
一
三
冊
で
、

南
宋
刊
か
と
思
わ
せ
も
す
る
美
印
の
季
振
宜
旧
議
本
で
あ
る
が
、
巻
中
に

ま
ま
欠
葉
が
あ
る
。
台
北
の
国
立
中
央
図
書
館
蔵
本
は
存
二
一
巻
、

七
冊

(
中
国
訪
書
志
一
一
二
八
頁
〉
。
他
は
さ
す
が
に
北
京
図
書
館
に
存
す
る
が
、
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そ
の
古
籍
善
本
書
目
に
は
、
存
巻
一

1
一
九
の
六
冊
、
存
巻
一

1
八
・
一

六

1
一
二
の
五
冊
、
存
巻
二
五

1
一
三
ハ
と
宋
季
朝
事
実
全
の
四
冊
が
、

ま

た
中
国
古
籍
善
本
書
目
に
は
さ
ら
に
上
海
博
物
館
蔵
本
が
著
録
さ
れ
る
。

ア
メ
リ
カ
国
会
図
書
館
に
も
附
宋
季
朝
事
実
二
巻
の
三
二
冊
が
あ
り
、

そ

の
中
国
善
本
書
目
に
王
重
民
氏
の
解
題
が
あ
る
。

紀
事
本
末
類

通
鑑
紀
事
本
末
四
二
巻

宋
衰
桶
撰

宋
宝
祐
五
年
(
一
二
五

七
)
湖
州
越
与
鱒
刊

〔
元
明
〕
逓
修

四
二
冊

薄
茶
色
表
紙
会
二
・
八
×
二
三
・
一
拘
ン
)
、
「
通
鑑
紀
事
本
末
」
の
印

刷
題
筆
を
貼
る
。

宋
淳
照
元
年
楊
万
里
の
通
鑑
紀
事
本
末
鉄
、
宝
祐
五
年
の
越
与
憩
序
に

次
で
、
元
延
祐
六
年
(
一
二
四
一
)
の
陳
良
弼
の
補
刊
序
が
あ
る
。
こ
の

年
、
嘉
興
学
官
が
案
福
(
一
二
三

1
一
二

O
五
)
の
孫
の
明
安
か
ら
板

木
を
購
得
し
、
修
補
印
行
し
た
と
い
う
。
通
鑑
紀
事
本
末
総
目
。

本
文
巻
首
「
通
鑑
紀
事
本
末
巻
第
一
/
(
北
格
)
三
家
分
晋
」
。
左
右
双
辺

一
九
字
・
注
文
小
字
双
行
。
こ
の
首

(
二
四
×
一
八
・
八
持
y
)
、

一一「行、

葉
は
明
修
で
あ
る
。
版
心

白
口
、
単
黒
魚
尾
、
上
象
鼻
に
字
数
を
刻
す

こ
と
が
あ
り
、
題
は
「
通
鑑
紀
事
本
末
巻
幾
」
、
下
に
丁
付
と
刻
工
名
。
修

葉
は
上
象
鼻
に
補
刊
年
紀
を
刻
す
る
が
、
す
べ
て
墨
で
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て

い
る
。
刻
工
名
は
前
解
題
と
ほ
と
ん
ど
変
ら
な
い
か
ら
、
そ
れ
に
委
ね
て

略
す
る
。
避
誇
欠
画
は
郭
廓
字
に
至
る
。

補
刊
年
記
は
元
延
祐
六
年
、
明
弘
治
一
二
年
、
嘉
靖
四
二
年
の
も
の
が

知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
版
に
は
万
暦
ご
ろ
の
修
葉
が
み
ら
れ
、
印
行
は

そ
れ
よ
り
降
る
か
と
思
わ
れ
る
。
表
紙
や
題
簸
も
明
後
期
の
も
の
で
、

応
は
原
装
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

「
王
鐸
/
之
印
」
、

ま
た
「
燕
京
大
/
学
図
書
/
館
珍
蔵
」
印
。

雑

史

類

戦
国
策
一

O
巻

宋
飽
彪
注

元
呉
師
道
校
注

元
至
正
二
五
年

〈
二
ニ
六
五
)
平
江
路
儒
学
刊
〔
明
〕
修

J¥ 
冊

後
補
金
切
箔
散
暗
茶
色
表
紙
(
二
六
・
一
×
一
七
持
ン
)
、
欄
装
。

至
正
一
五
年
平
江
路
牒
文
は
前
半
を
欠
き
、
匡
郭
だ
け
の
白
紙
二
葉
の

次
に
以
下
の
文
が
残
る
。

牒

件

今

牒

平
江
路
総
管
府

照

験

故

牒

(
以
上
三
行
、
半
葉
の
上
半
に
大
き
く
間
隔
を
あ
け
て
)
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至
正
十
五
年
六
月
二
十
一
日
牒
書
吏
劉
瑛
承

重
校
戦
国
策

愈
江
南
漸
西
道
粛
政
廉
訪
司
事

嘉
議
大
夫
倉
江
甫
斯
西
道
粛
政
廉
訪
司
事
伯
顔
帖
木
児

中
順
大
夫
愈
江
南
漸
西
道
粛
政
廉
訪
司
事
趨

奉
訓
大
夫
愈
江
南
断
西
道
粛
政
廉
訪
可
事
車
保

正
義
大
夫
江
甫
漸
西
道
粛
政
廉
訪
副
使
張

江

南

漸

西

道

粛

政

廉

訪

副

使

江

南

漸

西

道

粛

政

廉

訪

使

中
奉
大
夫
江
南
断
西
道
粛
政
廉
訪
使
迭
脅
失

戦
国
策
序
が
劉
(
向
)
序
と
曽
(
輩
)
序
、
続
け
て
低
二
格
で
呉
師
道

識
、
泰
定
二
年
呉
師
道
の
戦
国
策
校
注
序
(
首
一
葉
補
写
〉
、
至
正
一
五
年

の
陳
祖
仁
序
、
紹
興
一
七
年
飽
彪
の
戦
国
策
序
が
続
く
。
戦
国
策
目
録
は

一葉、

た
だ
し
詳
し
い
目
録
一
五
葉
が
補
写
さ
れ
て
い
る
。

首
題
「
戦
闘
策
西
周
巻
第
一
/
/
(
ほ
格
)
鰭
雲
飽
彪

重
校
」
。
四
田
川
単
辺
(
二

0
・
四
×
一
四
・

校

注

/

(
同
〉
東

陽

師
道

1ロ
y主主

七拘ン〉、

行

二
O
字
・
注
文
小
字
双
行
。
版
心

線
黒
口
、
単
黒
魚

尾
、
「
国
策
巻
幾

(
丁
付
)
」
の
題
、
と
き
に
下
に
刻
工
名
が
あ
る
。
耳

格
が
あ
っ
て
国
名
を
刻
す
る
。
補
刻
葉
に
は
小
口
里
山
、
大
黒
口
の
も
の
も

あ
る
。
刻
工
名
は
単
字
の
も
の
が
多
い
。

校
記
が
一

O
巻
中
六
巻
の
各
巻
末
に
あ
る
。

巻

乙
己
前
藍
山
書
院
山
長
劉
錦
重
校
正

巻
四
・
五

至
正
乙
巳
前
車
山
書
院
山
長
劉
錆
重
校
勘

巻
六

前
藍
山
書
院
山
長
劉
鏑
重
校
勘

巻
八
・
一

O

平
江
路
儒
学
正
徐
昭
文
校
勘

明
の
覆
刻
本
に
も
同
じ
位
置
に
向
文
の
校
記
が
あ
る
。

尾
題
は
「
戦
国
策
宋
衛
中
山
巻
第
十
終
」
。

次
葉
以
後
に
改
丁
せ
ず
に
次
の
文
が
続
く
。
李
文
叔
書
戦
国
策
後
、
王

覚
題
戦
国
策
、
孫
文
忠
書
閣
本
戦
国
策
後
、
以
下
に
低
二
格
で
挑
宏
伯
題
、

呉
師
道
識
、
挑
寛
書
、
呉
師
道
識
、
歌
延
梧
百
順
書
(
紹
興
四
年
)
、
低
三

格
で
「
右
修
職
郎
即
司
理
参
軍
馬
陸
勘
/
左
迫
功
郎
充
州
学
教
授
越
漢
校

勘
/
左
朝
散
郎
通
判
軍
州
事
崖
耀
卿
/
龍
図
閣
誼
学
士
左
朝
奉
大
夫
知
軍

州
事
歌
延
一
一
昭
」
の
四
行
。

巻
六
第
八

0
1
八
二
葉
が
欠
葉
。
補
写
葉
が
次
の
よ
う
に
少
く
な
い
。

巻
一
第
一
一
・
八
葉
、

一一
1
1
一
一
了
八
・
一
一
、

三
l
七
0
・
七
八
・
八
二
、

四
i

一一

0
・
五
一
二
・
五
五
、

一三

1
一
五
・
二
六

五

回

O
、
六
|
九
・

-
一
一
二
・
一
一
一
五
・
四
七
・
六
五
・
七

0
・
七
五
・
七
l
九
・
一
五
・
一
一
二

-
一
ニ
九
・
五
五
、

八
ー
九
・
一
一
一
五
・
三
六
、
九
l
五
・
一
三
・
四
八
、
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O
i
二。

蔵
印
は
「
虞
山
銭
曽
/
遵
王
蔵
書
」
、
「
蓉
鏡
/
私
印
」
「
張
伯
元
/
別
字

/
芙
川
」
(
陰
)
「
琴
川
張
/
氏
小
那
/
嬢
福
地
/
蔵
書
」
、
「
李
印
/
盛
鐸
」

「
木
斎
/
蔵
書
」
「
李
印
/
伝
模
」
「
木
犀
軒
/
蔵
書
」
「
塵
嘉
/
館

ハ
陰
)

印」。同
版
本
は
、
さ
す
が
に
北
京
図
書
館
に
原
刻
と
覚
し
い
存
巻
四
の
一
冊
、

存
巻
九
・
一

O
の
明
修
本
と
明
修
本
一
二
冊
が
三
部
と
あ
る
が
、
他
に
は

台
北
の
故
宮
博
物
館
に
巻
九
・
一

O
を
欠
い
た
明
修
本
(
巻
六
明
覆
刻
本

補
配
)
七
冊
が
存
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
戦
国
策
と
し
て
は
、
漢
高
誘
注
・

宋
挑
宏
校
正
の
三
三
巻
本
の
宋
紹
興
刊
本
、
飽
氏
国
策
一

O
巻
の
宋
紹
照

二
年
会
稽
群
斎
刊
本
、
飽
彪
校
注
一

O
巻
本
の
元
刊
本
が
、

い
ず
れ
も
北

京
図
書
館
に
蔵
さ
れ
る
。

詔
令
奏
議
類

両
漢
詔
令
二
三
巻

西
漢
詔
令
二
一
巻
(
欠
巻
二
・
五
)

宋
林

慮
撰

東
漢
詔
令
二
巻

宋
楼
肪
撰

元
至
正
九
年
(
一
三

四
九
)
蘇
天
爵
刊

(
明
〕
修

李

四
冊

香
色
表
紙
、
(
二
七
・
六
×
一
四
・
七
持
ン
)
。

大
観
三
年
(
一
一

O
九
)
程
倶
の
序
、
続
け
て
林
慮
の
自
序
、
同
年
の

蒋
帯
の
序
。
洪
春
古
賀
の
両
漢
詔
令
総
論
と
両
漢
詔
令
目
録
が
あ
る
。
本
文

巻
首
は
左
の
通
り
。

「
西
漢
詔
令
巻
第
一
蹴
嫡
融
解
融
研
一
課
榊
一
世
間
ん

詔
自
衛
士
転
置
送
迎
二
万

人
其
省
万
人
如
此
類
不
録

高
祖
配
十

双
辺
(
一
八
・
八
×
二
二
・
七
拘
ン
)
、
一

O
行
、
一
八
字
・
注
文
小
字
双

l__ 

行
。
版
心

線
黒
口
、

双
黒
魚
尾
、
題
「
西
漢
幾

(
丁
付
)
」
、
上
下
象

鼻
の
右
側
に
字
数
や
刻
工
名
を
刻
す
る
。
刻
工
名
は
季
友
文
占
仲
亨
謝

成
秀
父
李
章
、
東
漢
に
王
古
賢
等
。

巻
一
一
一
は
末
葉
を
欠
く
が
、
大
観
三
年
程
具
の
西
漢
詔
令
後
序
が
あ
る
。

全
巻
欠
の
巻
二
・
五
の
ほ
か
に
、
巻
四
・
一
一
・
一
二
の
末
葉
を
欠
き
、

上
海
図
書
館
本
の
補
写
に
み
る
と
、
巻
四
・
一
一
は
各
一
葉
、
巻
一
二
は

三
葉
の
よ
う
で
あ
る
。

墨
筆
句
点
が
打
た
れ
て
い
る
。

第
四
冊
が
東
漢
詔
令
で
、
首
に
紹
定
元
年
(
一
二
二
八
)
の
古
川
光
識
、

紹
定
六
年
の
鄭
清
之
識
が
あ
り
、
次
に
「
学
生
狂
衛
社
校
正
」
の
一
行
が

あ
る
。本

文
首
題
が
「
東
漢
詔
令
巻
第
二
で
あ
る
ほ
か
は
、
款
式
は
同
じ
。

た
だ
版
心
の
題
が
「
詔
令
幾
」
と
な
っ
て
い
る
。
尾
題
も
「
東
漢
詔
令
第
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十
二
。
そ
し
て
嘉
定
一
五
年
(
一
二
二
二
)

の
楼
防
の
自
序
が
あ
る
。

巻
一
尾
の
第
二
一
葉
と
巻
三
第
三
・
四
葉
が
欠
。
明
修
葉
が
あ
る
。

南
薙
志
経
籍
考
に
、
標
目
を
「
両
漢
詔
令
十
二
巻
」
と
す
る
の
は
、
東

漢
の
方
を
数
え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
次
に
割
注
の
形
で
「
存
者
一

百
七
十
五
巻
、
失
八
面
、

二
巻
失
」
と
い
う
。
右
の
両
漢
の
欠
葉
は
や
は

り
八
葉
と
な
り
、
復
且
大
学
蔵
本
も
こ
れ
ら
を
欠
き
、

上
海
図
書
館
蔵
本

は
補
写
葉
で
あ
る
。
巻
二
を
欠
く
の
は
、
中
国
古
籍
善
本
書
目
の
九
本
、

台
北
の
中
央
図
書
館
本
と
す
べ
て
に
同
じ
く
、
中
国
古
籍
善
本
書
目
に
上

海
図
書
館
本
両
漢
詔
令
を
二
一
二
巻
、

上
海
図
書
館
善
本
書
目
に
西
漢
詔
令

を
一
一
一
巻
と
完
本
の
よ
う
に
録
す
る
の
は
、
こ
の
巻
が
補
写
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
上
海
図
書
館
本
は
、
他
の
大
半
が
明
修
本
で
あ
る
の

に
、
た
だ
一
葉
が
明
修
か
と
疑
わ
し
い
だ
け
で
、
比
較
的
早
印
本
と
忠
わ

れ
る
が
、
す
で
に
巻
こ
が
な
か
っ
た
わ
け
で
、
こ
の
版
木
は
明
前
期
ご
ろ

に
は
失
わ
れ
た
も
の
か
。

北
京
図
書
館
古
籍
善
本
書
目
は
、
存
七
巻
の
一
部
と
存
二
二
一
巻
の
一
二
部

を
、
す
べ
て
元
至
正
九
年
〈
一
三
四
九
〉
蘇
天
錫
刊
と
し
、

明
修
の
こ
と

は
触
れ
な
い
。
中
国
古
籍
善
本
書
目
は
、
存
一
九
巻
(
西
漢
一

1
四

北
京
・
上
海
図
書
館
)
を
除
い
て
、
す
べ
て
現
修
と
し
て
い
る

4
¥

一
、
、

一ノ

f

、，
，
nノ

(
×
印
は
同
目
録
に
欠
巻
が
あ
る
こ
と
を
示
す
)
。
た
だ
し
、
両
館
の
目
録

に
こ
れ
に
該
当
す
る
本
が
見
当
ら
な
い
。

北
京
図
書
館
蔵
本
の
う
ち
に
八
冊
の
本
が
二
部
あ
る
が
、
こ
れ
は
と
も

に
福
茶
楼
蟻
余
書
録
著
録
本
と
思
わ
れ
る
。
同
録
に
よ
れ
ば
、

そ
の
一
に

至
正
己
丑
(
九
年
・
一
三
四
九
)

の
蘇
天
爵
の
刊
序
が
あ
る
と
い
い
、
存

八
巻
の
旧
京
書
影
(
拙
)
(
拘
)
本
も
北
京
図
書
館
現
蔵
の
よ
う
で
あ
る

が
、
こ
れ
に
も
こ
の
刊
序
が
あ
る
と
い
う
。
北
京
図
書
館
と
中
国
の
両
古

籍
善
本
書
目
が
至
正
九
年
蘇
天
爵
刻
と
す
る
の
は
こ
の
た
め
で
、
こ
れ
に

は
従
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
標
記
は
こ
れ
に
よ
る
。
刻
工
の
活
動
期

も
ほ
ぼ
こ
れ
に
見
合
う
こ
と
が
、
増
訂
中
国
訪
書
志
四
七
四
頁
に
考
証
さ

れ
て
い
る
。

印
章
は

「
木
犀
軒
/
蔵
書
」
「
李
印
/
盛
鐸
」

「
李
印
/
伝
模
」

(陰〉

「
塵
嘉
/
関
印
」
。
書
録
著
録
。

国
朝
諸
臣
奏
議
零
本
(
存
巻
四

O
)

宋
越
汝
愚
編

宋
淳
祐

O
年
(
一
二
五

O
〉
福
州
路
提
挙
司
季
温
刊

一
冊

新
補
黒
色
絹
表
紙
(
一
ニ

O
×
ニ
四
・
六
代
ン
)
、
金
鍾
玉
装
(
料
紙
二
六
・

九拘ン)。
首
題
「
国
朝
諸
臣
奏
議
巻
第
四
十
」
。
編
者
趨
如
愚
の
街
名
は
な
く
、
小

「
(
一
例
)
天
道
/
(
一
群
)
災
異
四
」
と
続
く
。

題
、
篇
名
が

円。
口
δ
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左
右
双
辺
(
二

0
・
六
×
一
五
・
六
時
マ
)
、

一
一
行
、
二
二
一
字
・
注
文
小

字
双
行
。
版
心

双
黒
魚
尾
、
題
は
い
き
な
り
た
だ
「
四
十
巻
」

'日口、

と
あ
る
が
、
以
下
「
奏
議
四
十
(
巻
ご
な
ど
、
下
象
鼻
に
刻
工
名
、
版
心

が
痛
ん
で
ほ
と
ん
ど
採
録
で
き
な
い
。
補
刻
葉
は
な
い
。

「
李
印
/
盛
鐸
」

ハ陰〉

「
李
印
/
伝
模
」
「
木
犀
軒
/
蔵
書
」
「
層
嘉
/

閣
印
」
。
書
録
著
録
。

こ
の
本
に
つ
い
て
は
前
解
題
(
上
)
二
七
九
頁
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。

伝

類

記

五
朝
名
臣
言
行
録
存
前
集
巻
一
・
三
・
六
・
一

O

宋
朱
烹
撰

(
明
初
〕
刊

冊

李

後
補
黄
色
表
紙
(
二
五
×
一
五
・
二
今
)
、
観
装
。
第
一
冊
に
巻
一
・
一

O
、
第
二
冊
に
巻
六
・
三
が
収
め
ら
れ
る
。

首
題
「
五
朝
名
臣
言
行
録
前
集
巻
第
ご
。
次
行
に
「
越
晋

l
韓
国
忠
献

王
」
の
よ
う
に
王
朝
名
と
王
臣
の
名
が
来
る
が
、
跨
行
大
字
で
あ
る
。
左

右
双
辺
(
一
九
・
六
×
一
二
・
三
拘
ン
)
、
二
一
行
、
二
三
字
・
注
文
小
字
双

行
。
版
心

小
黒
口
、
双
黒
魚
尾
、
題
は
フ
一
一
一
口
行
前
集
一
フ
(
丁
付
)
」
の

よ
う
に
あ
り
、
下
象
鼻
に
刻
工
名
。
刻
工
名
は
、
子
記

付
名
中

付
資

林
安

沼
彦
従

陳
魯

室。

郭
名
遠

辛
豪

虞
向

虞
亮

江
后

伏

劉
復

劉
時
者

劉
貫

劉
主ヨL

羅
六

等
で
、

い
ず
れ
も
正
史
宋

元
版
の
研
究
一
四
九
頁
以
下
に
列
挙
し
た
者
と
同
名
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
こ
の
本
は
明
初
刊
で
あ
る
。
木
埠
軒
蔵
書
題
記
及
書
録
(

一
九
頁
)
に
「
宋
刊
本
〔
宋
刻
元
印
本
ど
と
い
う
の
は
、
次
に
「
語
渉
宋

帝
皆
空
格
」
と
記
し
た
の
に
惹
か
れ
た
も
の
か
。
内
閣
文
庫
の
前
・
後
集
、

続
集
、
外
録
を
備
え
た
一
二
冊
本
と
同
版
で
あ
る
が
、
私
は
こ
の
刻
工
名

を
見
落
し
て
こ
れ
を
〔
一
五
〕
刊
本
と
誤
記
し
た
(
前
稿
(
上
〉
二
八
五

頁〉。蔵
印
は
「
迂
/
斎
」
(
陰
)
「
櫓
/
支
崇
久
」
「
季
索
/
之
印
」
「
霞
蕎
/
蔵

書
」
ハ
号
、
「
古
浬
州
/
哀
臥
雪
/
鷹
収
蔵
」
(
案
芳
瑛
)
等
。
書
録
著
録
。

郭
国
金
位
梓
編
二
八
巻
(
欠
続
編
)

宋
岳
珂
編

明
嘉
靖
二
一

年
洪
富
覆
元
至
正
二
二
一
年
商
湖
書
院
刊
本

一
二
冊

香
色
表
紙
(
二
五
・
一
×
一
七
・
一
持
γ
)
、
欄
装
。

岳
珂
の
那
国
金
位
秤
編
序
、
至
正
二
三
年
陳
基
の
金
位
梓
編
序
、
那
国

金
位
秤
編
目
録
。

本
文
巻
首
「
郭
国
金
位
秤
編
巻
第
一
/
(
誰
ト
)
岳
珂
編
進
」
。
巻
二
以
下

の
第
二
行
は
「
(
一
一
群
)
孫
奉
議
郎
権
発
遺
嘉
興
郡
府
兼
管
内
観
農
事
岳
珂

編
進
」
。
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左
右
双
辺
(
二

0
・
二
×
一
五
・
一
内
ン
)
、
九
行
、

一
七
字
・
注
小
字
双

行
。
版
心

双
黒
魚
尾
、
題
「
金
位
梓
編
巻
幾

〈
丁
付
)
」
、

粗
黒
口
、

下
象
尾
の
下
方
に
単
字
の
刻
工
名
を
刻
し
、

そ
の
多
く
は
陰
刻
で
あ
る
。

「
都
国
金
位
秤
編
巻
第
二
十
八
」

の
尾
題
の
次
葉
か
ら
、
戴
株
の
金
位

科
編
後
序
。

補
写
お
よ
び
欠
葉
が
多
く
、

目
録
第
一
葉
、
巻
二
一
第
九
葉
、
巻
四
第
六

一
六
葉
、
巻
五
l
第
一
一
葉
、
巻
一

O
第
二
一
葉
、
巻
一
九
第
一
四
が

補
写
。
欠
葉
は
巻
三
第
一
七
・
一
九
葉
、
巻
五
第
一
二
了
二
二
葉
、
巻
六

第
一
一
葉
、
巻
九
第
一
九
葉
、
巻
一
一
第
四
・
八
葉
、
巻
一
二
第
五
・
七

-
一
四
葉
、
巻
一
三
第
二
ハ
葉
、
巻
二
四
第
七
・
八
・
一
九
葉
、
巻
二
六

第
八
・
九
・
二
ハ
葉
、
こ
こ
に
は
白
紙
ま
た
は
罫
紙
が
挿
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
に
巻
三
第
一
八
葉
、
巻
四
第
二
五
葉
裏
後
半
、
巻
二
葉
表
全
な

ど
大
き
な
墨
釘
の
と
こ
ろ
が
あ
る
。
直
接
に
対
比
す
る
こ
と
が
で
き
な

ミ
つ
予
で
、
、
唱
、

v

刀
中
'
'
'
刀

こ
こ
が
静
嘉
堂
本
で
嘉
靖
三
七
年
に
補
刻
さ
れ
た
か
。
前
解

題
(
上
)

二
八
八
頁
参
照
。

蔵
書
印
は
「
廉
晋
/
過
眼
」

ハ
陰
〉
、
「
曽
在
/
王
氏
家
/
過
来
」
、
「
少
泉

/
葉
氏
/
珍
蔵
」
等
、
そ
し
て
「
木
犀
軒
/
蔵
書
」
「
磨
嘉
/
閣
印
」
。

史

紗

類

東
来
先
生
増
入
正
義
音
註
史
記
詳
節
三

O
巻
(
欠
巻
一
七

1

O
)
題
目
祖
謙
編

〔
一
克
〕
覆
南
宋
中
期
建
刊
本

冊

後
補
金
切
箔
散
薄
水
色
表
紙
(
二
七
・
七
×
一
四
・
一
時
一
ン
〉
、
補
装
。

東
莱
先
生
増
入
正
義
詳
節
序
、
題
の
「
東
莱
」
の
二
字
と
「
先
生
」
の

右
半
が
墨
で
粗
く
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
る
が
、
墨
色
は
印
刷
の
も
の
と
向

じ
よ
う
に
み
え
る
。
内
容
は
正
義
序
、
索
隠
序
、
索
隠
後
序
、
補
史
記
序
、

集
解
叙
、
古
史
叙
、
外
紀
序
。
続
い
て
三
皇
五
帝
譜
系
、
夏
譜
系
図
、
商

譜
系
図
、
周
譜
系
図
、
泰
譜
系
図
、

そ
し
て
五
帝
国
郡
地
理
図
、
夏
商
地

理
図
、
周
地
理
図
、
秦
六
園
地
理
園
。
次
の
東
莱
先
生
増
入
正
義
音
註
史

記
詳
節
目
録
も
、
「
東
莱
」
の
二
字
を
削
抹
す
る
。
尾
題
に
は
手
が
加
え
ら

れ
て
い
な
い
。

三
皇
本
紀
の
本
文
巻
首
も
首
の
四
字
が
墨
で
塗
抹
さ
れ
、
次
に
「
増
入

正
義
音
誌
史
記
詳
節
巻
之
一
上
」
と
題
し
、
以
下
、
六
行
に
わ
た
っ
て
低

六
格
で
「
集
解
表
胸
、
正
義
張
守
節
、
索
隠
司
馬
貞
、
補
史
司
馬
貞
、
古

史
蘇
轍
、
外
記
劉
恕
」
と
列
挙
す
る
。
さ
ら
に
五
帝
本
紀
の
首
も
「
東
莱

先
生
増
入
正
義
音
註
史
記
詳
節
巻
之
ご
の

「
東
莱
」
が
薄
く
削
抹
さ
れ

以
下
の
各
巻
も
首
題
は
ほ
と
ん
ど
こ
の
二
字
な
い
し
四
字
が
印
行
時
に
同

じ
墨
で
塗
抹
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
巻
四
は
刻
去
さ
れ
、
巻
八

1

一
の
首
題
と
す
べ
て
の
尾
題
に
は
そ
れ
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ 李
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て
全
巻
の
尾
題
は
「
東
莱
先
生
増
入
正
義
音
註
史
記
詳
節
巻
之
十
六
」
。

左
右
双
辺
ご
六
・
一
×
九
・
七
拘
ン
)
、
一
三
行
、
二
四
字
・
注
文
小
字

双
行
。
版
心

双
黒
魚
尾
、
題
は
「
史
幾
」
。
眉
上
に
小
見
出
、

線
黒
口
、

左
上
方
に
耳
題
を
刻
す
る
。
匡
貞
敦
等
の
字
は
欠
画
。

蔵
印
は
「
古
揮
州
/
衰
臥
雪
/
鷹
収
蔵
」

(
陰
)

(
衰
芳
瑛
)
、
「
木
犀
軒

/
蔵
書
」
「
李
印
/
盛
鐸
」

ハ陰〉

「
車
場
嘉
/
館
印
」
。
書
録
著
録
。

南
宋
中
期
建
刊
本
の
覆
刻
で
、
前
解
題
(
下
)
二
二
頁
以
下
の
宮
内
庁

書
陵
部
蔵
本
と
同
版
で
あ
る
が
、
劉
氏
静
得
堂
の
扉
書
(
封
面
)
は
な
い
。

あ
る
い
は
版
木
が
劉
氏
の
手
を
離
れ
て
か
ら
の
印
行
か
。

諸
儒
校
正
東
漢
詳
節
三

O
巻

題
宋
目
祖
謙
編

(
元
末
明
初

建
刊
〕

冊

李

後
補
金
切
箔
散
乳
白
色
表
紙
竺
二
・
七
×
一
四
拘
ン
)
、
観
装
。

諸
儒
校
正
東
漢
書
詳
節
目
録
。
図
の
類
は
一
切
な
い
。

本
文
巻
首
「
諸
儒
校
正
東
漢
詳
節
巻
之
一
/
(
詐
)
沼
嘩
(
双
行
注
が

二
行
分
)
/
(
同
)
章
懐
太
子
(
双
行
注
が
二
行
分
)
」
。

双
辺
(
一
五
・
七
×
一

0
・
二
一
拘
ン
)
、
一
四
行
、
二
四
字
・
注
文
小
字
双

行
。
版
心

線
黒
口
、
双
黒
魚
尾
、
題
「
東
漢
ご
。
眉
上
に
標
目
、
左
欄

外
に
耳
題
。
玄
桓
慎
等
の
字
に
欠
画
が
わ
ず
か
に
残
る
。
尾
題
「
諸
儒
校

正
東
漢
詳
節
巻
之
三
十
」
。

一
部
に
朱
句
点
。
水
洩
れ
の
た
め
か
、
紙
が
縮
み
、
小
口
に
染
み
が
あ

る

「
木
犀
軒
/
蔵
書
」
「
李
印
/
盛
鐸
」
ハ
陰
〉
「
塵
嘉
/
館
印
」
「
李
印
/
伝

模
」
「
木
斎
/
蔵
書
」
「
麗
山
李
氏
山
房
」

の
諸
印
。
書
録
に

「
宋
刊
本

〔
元
刊
本
ど
と
し
て
著
録
。

前
掲
の
史
記
の
さ
ら
に
覆
刻
か
。
台
北
の
故
宮
博
物
院
蔵
本
(
増
訂
中

国
訪
書
志
二
四
六
頁
)
と
同
版
で
あ
ろ
う
。

東
莱
先
生
校
正
陪
書
詳
節
二

O
巻

題
宋
呂
祖
謙
編

〔
元
〕
覆

南
宋
中
期
建
刊
本
(
巻
二
ハ
・
一
七
補
配
明
正
徳
一
一
年
慎
独

斎
刊
本
)

/¥ 
冊

後
補
金
切
箔
散
薄
水
色
表
紙
竺
二
・
八
×
一
四
・
一
世
ン
)
。
観
装
。

惰
世
系
之
図
と
惰
地
理
之
図
が
各
半
葉
。
東
莱
先
生
校
正
惰
書
詳
節
目

録
本
文
巻
首
「
東
莱
先
生
校
正
陪
書
詳
節
巻
之
一
/
(
唱
格
)
帝
紀
(
調
十
)

撰
」
。
こ
こ
に
も
「
東
莱
」
の
二
字
を
薄
墨
で
塗
抹
し
ょ

唐
特
進
貌

徴

う
と
し
て
あ
り
、
他
の
巻
に
も
稀
に
そ
の
跡
が
あ
る
。
「
徴
」
字
は
欠
画
。

左
右
双
辺
(
一
五
・
八
×
一

0
・四拘ン)、

一
四
行
、
二
四
字
。
版
心
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線
黒
口
、

双
黒
魚
尾
、
題
は
「
惰
幾
」
。
居
上
に
標
目
を
行
二
字
で
、
左
方

に
「
高
祖
」
「
天
文
志
六
巳
五
」
の
よ
う
に
耳
題
を
刻
す
る
。
避
議
欠
筆
は

貞
匡
字
に
も
残
る
が
、
他
は
ほ
と
ん
ど
欠
か
な
い
。
尾
題
「
東
莱
先
生
校

正
惰
書
詳
節
巻
之
二
十
」
。

一
部
に
朱
句
点
を
加
え
る
。

蔵
印
「
古
、
揮
州
/
哀
臥
雪
/
麿
収
蔵
」
、
「
木
斎
/
宋
一
克
/
秘
笈
」
「
木
犀

軒
/
蔵
書
」
「
明
埠
/
之
印
」
(
陰
)
「
李
氏
/
玉
階
」
「
李
印
/
盛
鐸
」
(
陰
)

「
木
/
斎
」
。
書
録
に

「
宋
刊
本
〔
一
五
刻
本
〕
」
と
し
て
著
録
。

東
来
校
正
五
代
史
詳
節
一

O
巻

題
目
祖
謙
編

パ
元
〕
覆
南
宋

中
期
建
刊
本

四
冊

李

後
補
金
切
箔
散
乳
白
色
表
紙
合
二
・
八
×
一
四

一
今
)
。
欄
装
。

陳
師
錫
の
五
代
史
記
序
。
次
に
後
競
世
系
図
、
北
斉
世
系
図
、
後
周
世

系
図
が
あ
る
が
、
北
史
詳
節
か
ら
の
霞
入
か
。

五
代
分
拠
地
理
図
と
唐
か

ら
宋
に
至
る
五
代
十
国
世
系
図
・
同
統
表
が
あ
る
。
東
莱
校
正
五
代
史
詳

節
目
録
。

首
題
は
「
東
莱
校
正
五
代
史
詳
節
巻
之
一
/
/
(
地
十
)
欧
陽
(
一
一
研
)
惰

(
問
)
撰
/
(
班
十
)
徐
(
一
一
一
〉
無
党
(
一
一
)
註
」
。

左
右
双
辺
(
一
五
・
六
×
一

0
・
四
拘
ン
)

一
四
行
、
二
四
字
・
注
文
小

字
双
行
。
版
心

線
黒
口

双
眼
一
山
魚
尾
、
題
「
五
代
幾
」
。
眉
上
に
行
二
字

の
標
目
、
耳
題
。
貞
蟻
字
に
欠
画
が
残
る
。
尾
題
「
東
莱
校
正
五
代
史
詳

節
巻
之
十
」
。

蔵
印
は
「
口
/
堅
氏
」
「
道
亨
/
甫
」
「
志
/
清
」

(絵〉

「
秋
/
水
」
、

「
臨
時
嘉
/
館
蔵
」
。
書
録
に
同
様
に
著
録
。

同
版
本
や
同
系
統
の
刊
本
に
つ
い
て
は
、
前
稿
(
下
)
二
七

1
八
頁
に

記
し
た
。

通
鑑
総
類
巻
一
七
零
巻
(
存
第
三
一

1
三
九
葉
)

宋
沈
橿
撰

克
至
正
二
三
年
(
一
三
六
一
一
一
)
平
江
路
儒
学
刊

一
冊

新
補
群
青
色
表
紙
(
二
九
・
九
×
一
九
・
一
一
一
党
ン
)
、
粘
葉
装
(
槻
紙
を
括

み
、
そ
れ
に
裏
面
を
薄
く
糊
付
け
す
る
、
一
畏
は
開
か
な
い
)
。

左
右
双
辺
(
二
五
・
二
×
一
六
・
八
代
ン
)
、

二
行
、
二
三
字
。
版
心

線
黒
口
、
単
黒
魚
尾
、
題
は
「
姦
邪
門
三
十

(
傾
険
門
三
十
七
)
」
(
数

字
は
丁
付
)

上
下
象
鼻
の
右
半
に
字
数
と
刻
工
名
を
刻
す
る
。
刻
工
名

は
一
五
、
東
。
第
三
六
葉
第
三
行
で
姦
邪
門
の
、
第
三
九
葉
裏
面
第
二
行
で

傾
険
門
の
本
文
が
終
る
が

以
下
は
空
行
で
尾
題
は
な
い
。

刷
り
も
字
も
良
い
が
、
第
一
三
(
)
一
一
一
四
・
ニ
一
七
・
一
二
八
葉
と
大
半
の
版

面
の
中
央
や
や
下
に
左
右
に
細
い
亀
裂
が
入
っ
て
い
る
。

李
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通
鑑
総
類
は
資
治
通
鑑
の
文
を
冊
府
元
亀
の
例
に
佑
っ
て
二
七
一
門
に

分
け
て
標
題
を
掲
げ
、
聞
に
司
馬
光
の
議
論
を
取
っ
て
こ
れ
に
附
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
門
自
に
重
複
す
る
よ
う
な
も
の
が
あ
る
な
ど
し
て
繁
雑
で

あ
る
と
、

四
庫
提
要
は
い
う
。
完
本
等
の
首
に
宋
嘉
定
元
年
(
一
二

O

八
)
楼
錦
の
序
が
あ
っ
て
、
広
東
の
潮
陽
で
開
版
さ
れ
た
と
す
る
。
そ
れ

に
続
く
元
至
正
二
三
年
周
伯
碕
の
序
に
、
江
漸
中
書
省
左
丞
蒋
公
徳
が
こ

れ
を
購
得
し
、
呉
郡
序
に
命
じ
て
重
刻
さ
せ
た
こ
と
を
い
う
。
こ
れ
を

も
っ
て
、
中
国
古
籍
善
本
書
目
や
北
京
図
書
館
古
籍
善
本
書
目
は
呉
郡
犀

刻
本
と
著
録
す
る
。

一
方
、
こ
の
零
本
に
は
み
え
な
い
が
、
刻
工
名
に
平

江
の
二
字
を
冠
す
る
も
の
が
あ
り
、
呉
郡
が
宋
代
に
平
江
府
、
元
代
に
平

江
路
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
呉
郡
犀
を
平
江
路
の
儒
学
と
解
し

?こ
北
京
図
書
館
に
四
部
(
二

O
巻
・
一

O
巻
・
五
巻
・
一
巻
)
を
蔵
す
る

ほ
か
、
中
国
古
籍
善
本
書
目
に
よ
れ
ば
、

上
海
、
南
関
大
、
遼
寧
省
、
吉

林
省
、
広
東
省
高
州
県
の
各
図
書
館
に
完
本
が
、
清
華
大
と
故
宮
博
物
院

図
書
館
に
残
本
が
あ
る
。
台
北
に
は
六
部
が
存
す
る
こ
と
を
、
中
国
訪
書

志
が
誌
す
。漢佳同一

O
巻

宋
林
誠
撰

李

〔
一
苅
末
明
初
〕
刊

四
冊

後
補
青
紫
色
絹
表
紙
(
二
七
・
五
×
一
八
・
六
世
y
)
。

宋
淳
肥
…
一

O
年
楊
休
の
漢
焦
後
序
が
こ
こ
に
あ
っ
て
、
漢
篇
目
録
。

本
文
首
題
「
漢
鶴
巻
第
ご
。
左
右
双
辺
(
二

0
・
五
×
一
五
・
九
拘
ン
)
、

九
行
、
各
篇
に
関
し
て
漢
書
中
の
二

1
五
字
の
成
語
を
大
字
で
挙
げ
て

そ
れ
を
引
く
句
を
小
字
双
行
三

O
字
で
掲
げ
る
。
版
心

粗
黒
口
、

双
黒

魚
尾
、
題
は
な
く
「
巻
こ
の
よ
う
に
巻
次
を
一
不
す
だ
け
で
、

丁
付

下

象
鼻
に
稀
に
刻
工
名
。

丁
付
は
全
一

O
巻
を
通
し
て
一
四
六
葉
、
刻
工
名

は
単
字
で
仁
、
益
が
あ
る
。

「
漢
鶴
巻
第
十
」
の
尾
題
の
次
に
、
元
延
祐
七
年
実
桶
の
漢
焦
後
序
が

あ
る
。巻

四
の
第
四
九
・
五

O
葉
、
巻
九
の
第
一
一
八
葉
が
欠
葉
。

巻
末
に
「
書
直
白
/
金
三
百
両
」
「
洪
氏
蔵
/
書
万
巻
」
(
陰
〉
「
清
俸
買

来
手
/
自
校
子
孫
読
/
之
知
聖
教
欝
/
及
借
人
為
不
/
孝
唐
杜
逼
手
」

(
清
の
子
昌
進
の
「
清
俸
/
買
来
」
ハ
陰
〉
印
と
は
別
印
か
)

の
三
印
の
ほ

か
、
「
李
氏
/
玉
階
」
「
明
埠
/
之
印
」
ハ
陰
)

「
木
犀
軒
/
蔵
書
」
「
李
印
/

伝
模
」
「
木
斎
/
蔵
書
」
。
書
録
著
録
。

又

四
冊

後
補
香
色
表
紙
(
一
二
ハ
・
五
×
一
八
・
三
世
ン
)
、
欄
装
。
右
半
に
「
漢
焦

nHυ 
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十

巻

四

冊

/

元
刊
明
修
本
/

車
問
。

取
徴
蔵
〈
印
)
」
(
印
は

「
李
印
/
盛
鐸
」
ハ
陰
〉
)
と
墨

重
刊
漢
儒
序
と
紹
興
三
二
年
林
誠
の
序
と
漢
篇
目
録
が
あ
っ
て
本
文
。

巻
末
に
淳
照
一

O
年
楊
天
休
の
漢
位
向
後
序
。

前
掲
本
と
ま
っ
た
く
同
版
で
あ
る
が
、
こ
の
方
が
や
や
早
印
。
李
氏
は

元
刊
明
補
本
(
元
刻
明
印
本
〉
と
す
る
が
、
補
修
は
な
く
、
粗
黒
口
な
ど

の
版
式
か
ら
は
む
し
ろ
全
葉
が
明
版
に
み
え
る
。
一
五
末
明
初
刊
と
す
る
の

が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
前
解
題
(
上
)
一
ニ

O
頁
所
掲
の
静
嘉
堂
蔵
本
は
版
心

が
白
口
で
あ
り
、
刻
工
名
も
書
学
正
韻

一
O
行
本
註
疏
、
文
献
通
考
、

通
志
な
ど
元
後
半
期
の
刊
本
と
合
う
か
ら
、
こ
れ
ら
は
こ
の
本
に
先
行
す

る
も
の
で
あ
る
。

中
国
古
籍
善
本
書
目
は
山
東
省
博
物
館
蔵
の
一
克
統
一
五
年
(
一
三
三
一
一
一
)

刊
本
と
元
刊
本
三
部
(
甘
粛
省
・
四
川
省
・
鄭
州
大
学
図
書
館
)
を
著
録

す
る
が

い
ず
れ
も
行
格
が
わ
か
ら
な
い
。
因
み
に
前
稿
で
も
触
れ
た
が

宋
刊
本
に
は
淳
照
五
年
(
一
一
七
八
〉
糠
陽
郡
斎
刊
本
(
上
海
図
書
館
・

続
古
逸
叢
書
本
)
、
淳
配
…
一

O
年
象
山
郡
斎
刊
本
(
北
京
図
書
館
・
遼
寧

省
図
書
館
)
、
嘉
定
四
年
(
一
一
二
一
)
橡
陽
郡
斎
刊
本
(
北
京
図
書
館
)

が
あ
り
、
す
べ
て
九
行
、
小
字
三

O
字
、
白
口
、
左
右
双
辺
で

一
部
に

部
分
を
改
刻
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
も
の
の

五
版
に
至
る
ま
で
直
接
間
接

に
覆
刻
の
関
係
に
あ
る
ら
し
い
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
巻
二
第
一
一
二
葉
表

一
行
の
慎
の
欠
画
が
こ
の
元
刊
本
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

蔵
印
は

「
高
淳
県
/
儒
学
記
/
(
事
十
二
行
不
明
)
」
(
八
・
三
X

子
三
世
ン
の
長

方
旬
、
「
准
陰
/
蔵
書
」
「
干
寿
/
回
日
印
」
、
「
木
犀
軒
/
蔵
書
」
「
李
印
/
盛

鐸
」
(
陰
)
「
磨
嘉
/
館
印
」
。
書
録
著
録
。

眉
山
新
編
前
漢
策
要
残
本
(
存
巻
七
・
八

_L日・

/" 

七

-
一
九
・
二

O
)
(有
欠
)

撰
者
不
詳

〔
南
宋

萄
〕
刊

後
補
暗
焦
茶
色
表
紙
(
二
六
・
二
×
一
五
・
六
拘
ン
)
、
補
装
。
副
紙
に
李

「
居
山
新
編
前
漢
策
要
/
残
本
不
知
原
書
巻
数
亦
坊
買
/
射
利
所

不
録

編
託
名
唐
山
耳
然
各
/
家
書
目
不
明
不
視
為
秘
籍
也
/
英
酉
丙
申
日

盛
鐸
の

記
(
印
)
」
(
印
は
「
李
印
/
盛
鐸
」
(
陰
)
)

の
蹴
語
が
あ
る
。

本
文
首
題
は

「
眉
山
新
編
前
漢
策
要
/
(
一
同
)
前
漢
七
」
。
左
右
双
辺

(
一
五
・
四
×
一

0
・
六
拘
ン
)

二
五
字
・
稀
に
注
小
字
双
行
。

一
四
行

版
心
は
白
口
で
、
単
黒
魚
尾

「
前
漢

(
丁
付
)
」
と
題
す
る
。
宋
詩
欠

画
は
、
玄
敬
般
医
桓
字
に
あ
り
、
慎
を
欠
か
な
い
が
、
あ
ま
り
厳
格

で
は
な
い
。

残
本
と
い
う
よ
り
残
葉
で
、
存
計
二
五
葉
。

そ
れ
を
表
示
す
る
。

李
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巻
七

存
一
・
二
・
八
・
九
葉
(
目
録
は
一

1
四
葉
と
す
る
が
、
版
心

丁
付
は
こ
の
よ
う
に
み
え
、
文
意
も
二
と
入
は
続
か
な
い
〉

巻
八

全
六
葉
中
の
存
五
・
六
葉

巻

存
四
葉

巻
一
六

全
六
葉
中
存
第
五
・
六
葉

巻
一
七

全
六
葉
存

巻
一
九

全
七
葉
中
欠
第
五
葉

巻
二

O

存
首
一
葉

漢
書
の
巻
数
は
二
七
と
多
い
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
一
巻
の
葉

数
が
少
い
。
型
式
は
、
こ
の
巻
七
首
に
み
れ
ば
「
韓
信
為
高
祖
書
取
天
下

策
」
の
題
に
設
聞
が
二
行
、
こ
れ
に
策
(
解
説
)
が
一
七
行
あ
り
、

巻

に
つ
い
て
五

1
八
題
が
収
め
ら
れ
る
。

尾
題
は
各
巻
と
も
な
い
。
字
様
は
や
や
萄
風
。

朱
句
点
を
施
す
。
蔵
印
は
「
李
/
湧
」
(
陰
〉
「
少
/
口
/
張
」
、
「
李
印
/

盛
鐸
」
(
陰
〉
「
木
犀
軒
/
蔵
書
」
「
麿
嘉
/
館
印
」
。

眉
山
新
編
十
七
史
策
要
一
五

O
巻
の
前
漢
の
う
ち
の
残
本
で
あ
ろ
う
。

旧
京
書
影
(
揃

)
1
(湖
)
に
、
眉
山
新
編
十
七
史
策
要
総
目
の
首
、
眉

山
新
編
史
記
策
要
目
録
の
首
、
眉
山
新
編
南
北
七
史
策
要
(
次
行
は
「
元

貌
四
」
)
の
首
、
眉
山
新
刊
十
七
史
分
の
尾
(
第
八
葉
)
の
各
半
葉
の
書
影

を
載
せ
る
が
、
総
目
(
一

O
行
)
を
除
い
て
い
ず
れ
も
左
右
双
辺
、

四

行
・
二
四

1
二
五
字
、
白
口
、
単
黒
魚
尾
、
字
様
は
萄
風
を
帯
び
、
提
要

に
匡
郭
の
寸
法
が
五
寸

1
四
寸
八
分
×
三
分
五
分

1
六
分
と
あ
っ
て
、
同

版
本
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
総
目
に
全
一
五

O
巻
、
班
固
前
漢
書
は
二
七
巻

と
あ
る
。
清
内
閣
書
、
北
平
図
書
館
旧
蔵
で
あ
る
が
、
現
所
在
を
聞
か
な

い
。
北
京
図
書
館
に
存
一
一
一
巻
(
史
記
六
巻
全
、
前
漢
書
一

1
一
五
・

二
二

1
二
七
、
後
漢
書
二
六
巻
全
、
貌
志
一

1
四
、
萄
志
二
巻
全
、
呉
志

五
巻
全
、
晋
書
六

1
一
二
、
南
斉
書
三
巻
全
、
梁
書
三
巻
全
、
陳
書
二
巻

全
、
元
親
書
八
巻
全
、
周
書
二
巻
全
、
北
斉
書
二
巻
全
、
惰
書
=
一
巻
全
、

唐
書
一

1
四
・
一

0
1
一
一
一
)
が
あ
る
。

新
増
音
義
釈
文
古
今
歴
代
十
八
史
略
二
巻

元
曽
先
之
編

末
明
初
〕
刊

冊

後
補
白
色
横
漉
模
様
表
紙
(
二
六
×
一
八
・
五
拘
ン
)
、
外
題
「
十
八
史
略

上
(
下
)
」
と
墨
筆
、
近
世
の
日
本
の
も
の
で
あ
る
。
料
紙
の
高
さ
二
五

句
。
左
右
は
匡
郭
に
ほ
ぼ
沿
っ
て
切
取
り
、
台
紙
に
貼
つ
で
あ
る
。

新
増
校
正
十
八
史
略
綱
目
が
補
写
。
こ
の
題
の
次
行
に
「
慮
陵
前
進
士

曽
先
之
編
」
と
あ
り
、
末
に
は
歴
代
国
号
歌
、
歴
代
世
年
歌
、
歴
代
甲
子

紀
年
、
歴
代
園
都
が
附
け
ら
れ
、
尾
題
は
「
新
増
音
義
釈
文
古
今
歴
代
十
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八
史
略
綱
目
」
と
い
う
。
こ
の
末
二
葉
は
原
本
が
存
す
る
。

首
題
は
「
新
増
音
義
釈
文
古
今
歴
代
十
八
史
略
巻
上
」
と
跨
行
大
字
。

双
辺
合
二
・
三
×
一
二
一
・
一
問
ン
)
、
一
八
行
、
三
二
字
・
注
文
小
字
双
行

一一一一一

1
三
五
字
。
版
心

双
黒
魚
尾
、
「
十
八
史

" -
'--" 
し一一

線
黒
口
、

と
題
す
る
。
「
太
古
」
と
円
関
陰
刻
で
題
し
て
そ
の
下
か
ら
本
文
が
始
り
、

上
巻
は
東
晋
ま
で
、
下
巻
は
南
北
朝
か
ら
南
宋
末
に
至
る
の
は
十
八
史
略

一
般
の
通
例
か
。

朱
筆
句
点
、
朱
引
、
間
点
、
傍
点

返
点
等
、

わ
が
室
町
末
近
世
初
に

施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
補
写
も
そ
う
で
、
当
時
の
眉
上
書
入
も
あ
る
。

稀
に
墨
筆
で
校
字
、
釈
音
注
な
ど
が
欄
外
下
方
に
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

上
巻
の
尾
一
葉
と
下
巻
の
尾
三
葉
も
補
写
。
そ
の
尾
題
は
「
古
今
歴
代
十

八
史
略
巻
之
下
終
」
。

蔵
印
は
「
事
嘉
/
閣
印
」
「
李
印
/
伝
模
」
「
木
犀
軒
/
蔵
書
」
「
李
印
/

盛
鐸
」
〈
陰
)
。
李
氏
蔵
書
に
は
和
刻
本
も
多
い
。

地

理

類

新
編
方
輿
勝
覧
七

O
巻

宋
祝
穆
編

〔
一
五
〕
覆
宋
〔
威
淳
〕
刊

本

〔
明
〕
修

李

冊

後
補
香
色
表
紙
(
二
四
・
三
×
一
五
・
五
持
ン
〉
、
観
装
。
料
紙
の
か
な
り

痛
ん
だ
の
を
修
補
し
て
あ
る
。

嘉
照
三
年
呂
午
の
序
、
同
年
の
祝
穆
の
自
序
。

新
編
方
輿
勝
覧
目
録
、
第
八
・
二
二
・
二
六
葉
は
欠
、
二
四
・
二
五
葉

は
補
写
。
以
下
、
本
文
に
も
欠
葉
・
補
写
葉
が
少
く
な
い
。

「
新
編
方
輿
勝
覧
巻
之
一
/
/
(
崎
格
)
建

双
辺
三
六
・
九
×
一
一
・
四
代
ン
)
。

←ふ【.

文

祝
穆

和
父
編
」
。
左
右

一
四
行
、

一一三{子。

版
面
が
か
な
り
破
損
し
た
り
、
漫
濯
が
甚
し
い
葉
が
あ
り
、
補
刻
葉
も

あ
っ
て
、
墨
釘
の
箇
所
も
目
に
つ
く
。
相
当
に
後
印
本
で
あ
る
。

前
解
題
(
下
)
三
五
頁
以
下
に
詳
記
し
た
。

蔵
印
は
「
証
印
/
文
柏
」
「
休
寧
証
/
季
青
家
/
蔵
書
籍
」
「
古
香
/

楼

「
何
庭
」
「
拘
庭
/
流
覧
/
所
及
」
、
「
古
田
/
家
」

(
陰
)

(円〉

劫
/
蔵
宋
元
/
明
本
之
印
」
、
「
宝
/
古
斎
」

(
陰
〉
、
「
伯
寅
/
蔵
書
」
(
播

祖
蕗
)
、
「
李
印
/
盛
鐸
」

「
李
印
/
伝
模
」

ハ蔭〉

「
木
犀
軒
/
蔵

(
蔭
)

書
」
「
木
斎
/
蔵
書
」
「
木
/
斎
」
「
磨
嘉
/
館
印
」
「
廓
/
軒
」
「
両
普
六
朝

/
一
一
一
唐
五
代
/
妙
墨
之
印
」
。

聖
朝
混
一
方
輿
勝
覧
一
一
一
巻

五
劉
応
季
編

〔
新
編
事
文
類
緊
翰

墨
全
書
後
集
〕

〔
明
正
統
一
五
年
〕
(
一
四
三
六
)
刊
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五
冊

李

後
補
金
切
箔
散
薄
水
色
表
紙
(
一
八
・
六
×
二
一
・
四
拘
ン
)
、
観
装
。

目
録
を
欠
く
。
首
題
「
聖
朝
混
一
方
輿
勝
覧
巻
上
」
は
跨
行
大
字
。
次

行
か
ら
次
の
よ
う
な
木
記
五
行
が
あ
る
。
「
唐
虞
三
代
以
来
之
州
域
北
不

険
幽
井
南
不
越
嶺
徴
東
至
子
海
西
/
被
子
流
沙
其
間
蛮
夷
戎
秋
之
地
亦
有

未
尽
啓
間
者
方
今
六
合
混
/
一
文
軌
会
同
有
前
古
所
未
有
之
天
下
皇
乎
盛

哉
是
編
凡
山
川
人
/
物
沿
革
本
末
鹿
不
具
載
学
士
大
夫
端
坐
臆
凡
而
欲
周

知
天
下
惨
/
弄
翰
墨
而
欲
得
助
江
山
不
労
余
力
尽
在
日
中
信
乎
其
為
勝
覧

受
双
辺
(
一
五
×
一

0
・
一
世
γ
)
、
一
二
行
、
二

O
字
・
注
小
字
双
行
。
版

11) 

小
黒
口
、
双
黒
魚
尾
、
題
は
「
方
上
后
乙
」
「
翰
墨
全
書
后
乙
集
」
な

ど
の
よ
う
に
刻
す
る
。
尾
題
は
上
二
字
が
削
ら
れ
て
円

U
混
一
方
輿
勝

覧
巻
下
」
と
あ
る
。

欠
葉
は
巻
上
第
五
葉
、
巻
中
第
一

1
一
一
一
一
葉
・
一
ニ
七
葉
裏
以
下
(
存
第

一
四

1
三
七
葉
表
)
。
巻
上
は
ニ
冊
で
存
七
一
葉
、
巻
中
が
一
冊
で
二
三

葉
半
、
巻
下
が
二
冊
で
七
九
葉
と
い
う
構
成
で
あ
る
。
た
だ
巻
中
は
料
紙

の
高
き
が
一
八
今
と
や
や
小
さ
く
、
紙
質
は
異
る
と
み
え
な
い
が
、
あ
る

い
は
補
配
か
。

蔵
印
は
前
掲
本
と
同
じ
「
古
揮
州
/
衰
臥
雪
/
麗
収
蔵
」
、
「
木
犀
軒
/

蔵
書
」
「
唇
嘉
/
館
印
」
。

書
録
著
録
。
李
氏
書
目
と
も
元
刊
と
す
る
が
、
版
心
題
か
ら
も
窺
え
る

よ
う
に
、
中
国
訪
書
志
(
二
四
九
頁
)
に
証
さ
れ
た
通
り
の
明
刊
本
で

こ
れ
も
故
宮
善
本
書
影
初
編
に
所
収
の
本
と
同
版
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
同

版
本
は
、
あ
る
い
は
新
編
事
文
類
衆
翰
墨
全
書
の
一
部
と
し
て
、
米
沢
市

立
米
沢
図
書
館
、
大
東
急
記
念
文
庫
(
二
部
)
、
台
北
の
故
宮
博
物
院
と
中

央
図
書
館
に
あ
り
、
米
沢
本
に
「
正
統
元
年
丙
辰
/
善
敬
書
堂
新
刊
」
の

木
記
が
あ
る
。
中
国
古
籍
善
本
書
目
に
も
、
北
京
、
中
国
人
民
大
学
、
中

国
社
会
科
学
院
、
上
海
、
復
旦
大
学
の
図
書
館
に
蔵
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
。

後
二
本
は
閲
覧
し
た
が
、
刊
記
は
な
い
。

金
陵
新
志
一
五
巻

元
張
鉱
撰

元
至
正
四
年
(
一
三
四
四
)
集

慶
路
儒
学
刊

明
正
徳
一
五
年
・

〔
嘉
靖
〕
逓
修
四

O
冊

後
補
濃
藍
色
表
紙
会
二
・
四
×
二

0
・
二
世
ン
)
、
金
銭
玉
装
(
料
紙
高

さ
二
八
・
九
拘
ン
〉
。

至
正
四
年
の
李
元
岱
の
金
陵
新
志
序
、
抄
録
修
志
文
移
、
台
府
提
調
官

接
職
名
、
台
府
官
接
職
名
、
集
慶
路
総
管
府
の
修
志
職
名
、
修
志
本
末
、

新
旧
志
引
用
古
今
書
目
(
新
旧
の
ニ
字
は
入
木
〉
、
金
陵
新
志
総
目
が
続

く
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本
文
は

「
金
陵
山
山
川
封
域
図
致
」
と
題
す
る
地
図
一
葉
か
ら
始
ま
る
。

巻
二
以
下
に
は

「
金
陵
新
志
巻
之
二
」

の
首
題
が
あ
る
。
左
右
双
辺
(

二
・
九
×
一
六
・
九
号
〉
、
九
行
、

一
八
字
・
注
小
字
双
行
。
版
心

白

口
、
双
黒
魚
尾

「
金
陵
新
志
巻
幾

上
象
鼻
に
大

(
丁
付
)
」
と
題
し
、

小
字
数
、
下
象
鼻
に
刻
工
名
が
あ
る
。

上
象
鼻
に
正
徳
一
五
年
の
補
刻
年

記
を
、

と
き
に
は
南
京
国
子
監
な
ど
の
文
字
と
と
も
に
刻
す
る
葉
が
あ
る
。

刻
工
名
は
前
解
題
に
同
じ
。

正
徳
修
葉
が
す
で
に
少
し
く
漫
滅
し
、
本
文
・
図
と
も
に
嘉
靖
ご
ろ
の

補
刻
が
あ
っ
て
、

そ
こ
に
は
墨
釘
の
と
こ
ろ
が
少
く
な
い
。
補
写
葉
も
多

く
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
巻
一
ニ
上
第
七
五
葉
、
巻
三
中
第
一
・
二
・
六
六

-一

O
九
葉
、
巻
四
第
三
二
・
四
四
・
七
三
葉
・
巻
五
第
一
八
・
八
一

八
二
葉
、
巻
六
第
九
・
一
二
葉
、
巻
一
一
第
七
・
八
・
二
一
五
・
一
二
六
・
八

一
二
・
八
四
・
八
七
葉
、
巻
一
二
第
四
九
・
五

O
葉
、
巻
一
一
一
一
上
第
二
八

1

三
0
・
六
四
・
七

O
葉
、
下
第
四
七
葉
、
巻
一
四
第
九
・
一

0
・
六
七
・

六
八
葉
、
巻
一
五
第
九

1
二
一
二
葉
。

「
金
陵
新
志
巻
終
」

「
本
路
提

の
尾
題
は
補
写
で
あ
る
が
、
そ
の
次
に

調
司
吏
江
子
澄
」
か
ら
「
編
写
生
員
組
天
寿
」
ま
で
の
こ
一
名
の
列
衝

ニ
行
が
あ
る
。

南
薙
志
経
籍
考
に
明
嘉
靖
一

O
年
の
少
し
前
に
甫
京
国
子
監
に
あ
っ
た

版
木
を
、
「
金
陵
新
志
十
五
巻
時
一
問
骨
折
」
1
1
肱
十
」
と
い
う
。
こ
の
壊
九
十
二

面
の
一
部
を
補
刻
し
、

一
部
を
欠
葉
の
ま
ま
印
し
た
の
が
こ
の
本
で
あ
ろ

う
か
。蔵

印
は

「
漢
唐
斎
」
「
馬
印
/
玉
堂
」

「
第
/
斎
」
等
。

(
陰
)

現
存
の
向
版
本
に
つ
い
て
も
前
解
題
に
誌
し
た
。

無
錫
志
四
巻

題
元
王
仁
輔
撰

(
元
末
明
初
〕
刊

四
冊

後
補
薄
茶
色
表
紙
を
さ
ら
に
新
補
青
紫
色
絹
表
紙
(
二
七
・
二
×
一
六

-
八
世
ン
)

で
覆
う
。
槻
装
。

無
錫
志
総
目
二
葉
は
補
写
。

本
文
巻
首
「
無
錫
志
巻
之
一
/
/
邑
里
第
ご
。
こ
の
葉
は
中
央
部
の
残

欠
が
過
半
に
及
ぶ
。

左
右
双
辺
(
二
二
・
四
×
一
五
・
一
一
括
ン
)

二
二
字
。
版
心

一
O
行

白
口

双
黒
魚
尾
、
題
「
錫
志
巻
幾
」
、
下
象
鼻
に
丁
付
。

巻
三
下
第
一
五
葉
裏
以
下
、
巻
四
上
、
巻
四
下
第
一
二
一
葉
裏
以
下
が
欠

葉。
稀
に
眉
上
に
墨
筆
注
記
が
あ
り

ま
た
校
一
詰
を
記
し
た
紙
片
を
粘
る
。

補
写
の
総
自
の
首
に
、
方
一

0
・
一
一
一
吟
と
大
型
の

「
翰
林
/
院
・
・
・
・
・
・
」

印
が
あ
る
が
、
以
下
の
字
が
読
め
な
い
。
他
に

「
談
氏
延
/
恩
楼
/
収
蔵 李
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印
」
、
「
古
連
州
/
嚢
臥
雪
/
庫
収
蔵
」
(
号
、
「
高
社
/
之
印
」
、
「
李
/
少

徴
」
、
「
木
斎
/
審
定
」
「
木
斎
/
蔵
書
」
「
李
印
/
盛
鐸
」

(陰〉

「
木
斎
/

審
定
/
善
本
」
「
木
犀
軒
/
蔵
書
」
「
明
埠
/
之
印
」
「
李
氏
/
玉
陵
」
「
尊

嘉
/
館
印
」
の
諸
印
を
捺
す
。
書
録
著
録
。

中
国
古
方
志
考
に
よ
れ
ば
、

王
仁
輔
の
無
錫
志
は
、
銭
大
防
の
元
史
塞

文
志
、
侃
燦
の
補
遼
金
元
三
史
義
文
志
、
千
頃
堂
書
目
に
三
八
巻
本
が
著

録
さ
れ
る
。

四
庫
全
書
総
目
提
要
(
巻
六
八
)
の
あ
え
て
全
文
を
引
く
と
、

次
の
通
り
で
あ
る
。

無
錫
県
志
四
巻

両
広
総
督
採
進
本

不
著
撰
人
名
。
考
千
頃
堂
書
目
、

有
元
王
仁
輔
無
錫
県
志
二
十
八
巻
、
与
此
本
巻
数
不
符
、
蓋
別
一
書

也
。
考
明
史
地
理
志
、
洪
武
二
年
四
月
、
始
改
無
錫
州
為
県
。
是
志

古
今
郡
県
表
末
、
難
止
於
陸
無
錫
県
為
州
、
然
標
題
実
称
無
錫
県
、

又
郡
県
表
止
元
貞
、
而
学
校
類
中
載
至
正
辛
巳
郷

挙
陸
以
街
、
則
所
紀
己
下
逮
元
末
、
是
洪
武
中
書
会
。
第
一
巻
為
邑

己
為
明
初
之
制
。

里
、
第
二
巻
為
山
川
、
第
三
巻
為
事
物
・
分
上
下
二
子
巻
、
第
四
巻

為
詞
章
・
亦
分
上
中
下
三
子
巻
、
中
又
分
小
類
二
十
て
詞
簡
而
事

該
、
亦
地
志
之
善
本
。
惜
首
巻
原
序
己
侠
、
其
撰
次
本
末
、

不
可
得

而
考
也
。
元
史
地
理
志
、
称
成
宗
元
貞
元
年
、
陸
無
錫
為
州
、
此
志

乃
云
二
年
、
作
志
者
紀
録
時
事
、
歳
月
必
確
、
以
是
推
之
、
知
元
史

疏
漏
多
会
。
是
亦
書
貴
旧
本
之
一
験
也
。

こ
れ
に
対
し
て
書
録
は
、
「
〔
題
元
王
仁
輔
撰
〕
明
初
刊
本
〔
元
刊
明
初

印
本
(
四
庫
全
書
底
本
:
:
:
)
〕
と
題
し
、
行
格
や
巻
の
構
成
を
記
し
た
あ

と
、
「
所
載
郷
挙
至
至
正
辛
巳
(
元
年
・
二
二
四
一
)
止
、
為
元
末
所
修
、

明
初
所
刻
」
と
い
う
。
題
の
〔

〕
内
は
越
万
里
氏
の
北
京
大
学
図
書
館

李
氏
書
目
の
記
事
が
補
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

中
国
古
籍
善
本
書
目
に
二
八
巻
本
は
ま
っ
た
く
み
え
ず
、
台
北
に
も
な

い
。
四
巻
本
も
こ
の
本
だ
け
が
著
録
さ
れ
て
い
て
、
「
〔
洪
武
〕
無
錫
志
四

巻
明
初
刻
本
」
と
あ
り
、

王
仁
輔
の
名
は
記
さ
れ
な
い
。

四
庫
全
書
総
目
提

要
を
尊
重
し
た
も
の
か
。

本
版
の
本
文
を
四
庫
全
書
(
文
淵
関
本
)
と
対
比
す
る
機
を
佼
し
だ
が
、

巻
一
の
古
今
郡
県
表
が
元
の
成
宗
元
貞
二
年
丙
申
(
一
二
九
六
)
で
、
巻

三
の
郷
挙
が
至
正
四
年
(
一
三
四
二
の
陸
以
街
で
終
る
こ
と
に
変
り
は

な
い
。
し
か
し
四
庫
全
書
本
と
異
っ
て
、
内
題
が
「
無
錫
志
」
、
版
心
題
が

「
錫
志
」
で
あ
っ
て
「
県
」
が
つ
く
例
は
な
い
か
ら
、
必
ず
し
も
洪
武
二

年
の
改
県
の
記
事
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
か
ろ
う
。

ま
た
書
写
な
が
ら
総

目
が
あ
り
、
本
版
に
欠
け
た
部
分
が
四
庫
全
書
本
に
備
わ
り
、
翰
林
院
や

湖
南
樟
州
衰
氏
の
印
が
あ
る
こ
と
か
ら
は
、
両
広
総
督
採
進
の
線
が
出
て

来
、
ず
、
こ
れ
が
四
庫
全
書
の
底
本
と
は
す
ぐ
に
は
結
び
つ
か
な
い
。
加
え
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て
版
式
は
元
末
刊
本
の
様
式
を
残
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
洪
武
編

無
錫
志
が
実
在
す
る
な
ら
再
考
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

ζ

こ
で
は
ひ

と
ま
ず
元
末
明
初
刊
本
と
す
る
の
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。
撰
者
に
つ
い

て
も
未
詳
で
あ
る
が
、
元
末
明
初
刊
と
な
れ
ば
王
仁
輔
し
か
あ
り
え
な
い

と
思
い
、
越
氏
に
倣
っ
て
標
記
し
た
。

大
唐
西
域
記
零
本
(
存
巻
四
〉

唐
釈
玄
実
記

唐
釈
弁
機
撰

宋
崇
寧
二
年
(
一
一

O
一
ニ
)
福
州
東
禅
等
覚
禅
院
刊
富
市
寧
万

寿
大
蔵
)

帖

李

後
補
草
花
文
青
色
絹
表
紙
(
二
七
・
一
二
×
一
一
・
二
一
円
ン
)
、
折
帖
。
裏
打

補
修
。首

に
「
福
州
等
覚
禅
院
住
持
伝
法
沙
門
普
明

経
板
頭
銭
恭
為
/
今
上

皇
帝
祝
延
聖
寿
閤
郡
官
僚
同
資
禄
位
離
造
/
大
蔵
経
印
板
計
五
百
余
函

時
崇
寧
二
年
十
月
日
謹
題
」
の
三
行
が
あ
る
。

巻
首
「
大
唐
西
域
記
巻
第
四
ハ
編
九
格
〉
転
/
ハ
低
五
格
〉
三
蔵
法
師

玄

実
奉

詔
訳
/
(
同
〉
大
総
寺
沙
門

撰」。

弁
機

天
地
は
単
辺
〈
高
さ
二
四
仕
ン
)
、
無
界
、
行
一
七
字
。

一
折
六
行
。
版
心

に
「
転

四
巻

〈
丁
付
ど
の
よ
う
に
刻
す
る
。
刻
工
名
は
仁
、
文
。
末

葉
の
尾
題
の
前
に
「
十
三
(
丁
付
〉
山
官
厚
」
と
。

尾
題
「
大
唐
西
域
記
(
鯛
格
)
転
」
の
下
方
や
や
右
に
「
郊
寧
印
造
」
の

墨
一
印
が
あ
る
。

コ
ニ
聖
寺
」
の
円
印
、

そ
れ
に
「
寺
田
/
盛
業
」
「
字
士
弘
/
号
望
南
」

「
読
社
/
州
堂
」
印
。
書
録
著
録
。

職

官

類

大
唐
六
典
残
本
(
存
巻
一

1
一
一
一
(
欠
後
半
〉
・
一
二

1
一
五
〉

玄
宗
撰

唐
李
林
甫
奉
勅
注

宋
紹
興
四
年
〈
一
二
ニ
四
〉
温

州
州
学
刊
〔
南
宋
前
期
・
問
中
期
〕
逓
移

二
冊

第
一
冊

後
補
濃
紫
色
表
紙
(
二
一

O
×
一
二
今
〉
、
黄
色
絹
地
題
筆
が

貼
ら
れ
る
が
未
記
入
。
第
二
冊

後
補
乳
白
色
表
紙
(
三

0
・
六
×

-
八
拘
ン
)
。
と
も
に
粘
葉
装
で
あ
る
が
、
第
一
冊
は
紙
背
を
前
葉
と
次
葉

と
軽
く
糊
付
け
し
て
あ
る
。

本
文
首
題
は
「
大
唐
六
典
三
師
一
ニ
公
尚
書
都
省
巻
第
一
/
/
(
一
群
)
御
撰

/
(
一
酔
)
集
賢
院
学
士
兵
部
尚
書
兼
中
書
令
修
国
史
上
柱
国
開
国
公
匡
李
林
甫
等

奉
/
救
注
上
」
。
こ
こ
は
南
宋
中
期
修
葉
で
あ
る
が
、
巻
二
以
下
の
首
葉
は

い
ず
れ
も
原
刻
で
、
「
大
唐
六
典
尚
書
吏
部
巻
第
二
」
と
あ
る
よ
う
に
、
巻

に
よ
っ
て
首
題
の
中
間
の
小
題
が
異
る
ほ
か
は
変
り
が
な
い
。

左
右
双
辺
(
一
九
・
九
×
一
二
了
七
世
ン
)
、

一
O
行
、
一
九

1
二
一
宇
・ 唐李
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注
文
小
字
双
行
ニ
三
字
。
版
心

白
口
、
単
黒
魚
尾
、
「
六
典
幾
」
の
題
と

そ
の
下
方
に
丁
付
、
刻
工
名
を
刻
す
る
。
南
宋
中
期
の
補
刻
葉
の
一
部
に

は
、
上
象
鼻
に
大
小
字
数
が
あ
る
。
粘
葉
装
で
あ
る
だ
け
に
版
心
の
破
損

し
た
葉
も
少
く
な
く
、
本
文
も
原
刻
葉
は
い
さ
さ
か
漫
濯
が
あ
っ
て
補
写

さ
れ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

欠

画

は

玄

絃

敬

警

弘

段

匡

僅

境

競

恒

貞

徴

署

の

諸

字

に

あ

る
。
た
だ
後
述
す
る
よ
う
に
こ
の
本
に
は
紹
興
四
年
の
刊
記
が
あ
る
の
に
、

原
刻
の
巻
一
四
第
八
葉
(
刻
工
万
免
)
裏
五
行
に
に
そ
の
後
に
当
る

「
慎
」
字
の
末
画
が
欠
け
て
い
る
。
磨
滅
し
た
の
か
、

一
部
に
補
刻
を
加

え
た
と
き
に
削
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
本
来
あ
り
え
な
い
は
ず
の
も

の
で
、
南
宋
中
期
修
の
巻
二
第
一
七
葉
(
刻
工
李
)
の
裏
二
行
で
は
こ
の

字
を
欠
い
て
い
な
い
。
刻
工
名
は
原
刻
は
、

林
元

高
勉
(
万
免
)

孟
立

曹
溢

万
正

余
正

の
六
名
、
後
述
す
る
他
の
存
巻
に
、
林
允
江
青
郭
実
郭
敦
陶
中
が
い

る
と
い
う
。
補
刻
刻
工
は

毛
端

呉
春

施
珍

宋
通

李
政

沈
珍

王
定

余
敏

王
明

夏
X 

陳
彬

楊
日
Eヨ

劉
文

鷹
知
柔

張
明

巻
三
第
二
葉
以
下
が
欠
葉
。

尾
題
は
「
大
唐
六
典
光
禄
寺
巻
第
十
五
」
。

葉
数
は
巻
一
が
一
一
、
巻
二
が
第
一
一
葉
を
欠
い
て
二
て
巻
三
が
二

こ
の
う
ち
一
一
ま
で
、
巻
一
三
が
六
、
巻
一
四
が
二
八
、
巻
一
五
が
九
で

あ
る
。
こ
の
巻
一
と
巻
一
二
の
首
葉
、
巻
一
五
末
葉
の
紙
背
に
双
郭
の

「
国
子
監
崇

文
閣
官
書

霊童書
不壊者
詳欠必
収失須
受典愛

「
双
郭
外
郭

J

f

一
五
六
×
六
世
ン

の
印
が
捺
さ
れ
、
樽
増
湘
は
こ
れ
を
元
代
の
官
印
で
あ
る
と
い
う
。

蔵
園
霊
書
題
記
初
集
や
同
経
眼
録
に
よ
れ
ば
、
こ
の
本
は
民
国
七
年

(
一
九
一
八
)

一
O
月
、
縛
氏
が
教
育
総
長
の
と
き
に
午
門
楼
上
で
内
閣

紅
本
の
蔵
袋
中
に
発
見
し
、
歴
史
博
物
館
に
収
め
た
も
の
が
後
に
市
場
に

出
、
現
在
一
五
巻
が
三
箇
所
に
分
蔵
さ
れ
る
う
ち
の
一
で
あ
る
。
巻
七

1

二
の
五
巻
は
南
京
図
書
館
に
、
巻
三
の
こ
の
本
に
続
く
後
半
一

O
葉

(
欠
第
一
五
葉
)
と
巻
二
八

1
三
O
の
三
巻
と
が
、
樽
氏
を
経
て
北
京
図

書
館
に
あ
る
。
こ
れ
ら
を
併
せ
、
巻
三
第
一
五
葉
も
穆
杢
孫
の
宋
元
書
式

か
ら
補
っ
て
、
古
逸
叢
書
三
編
之
三
に
影
印
さ
れ
た
(
一
九
八
四
年

華
書
局
)
。

巻
三

O
の
尾
題
の
次
行
か
ら
、
低
三
格
で
刊
書
題
記
一
四
行
が
あ
り
、

蔵
国
重
書
経
眼
録
に
移
録
も
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
末
三
行
に
「
紹
興
四

年
歳
次
甲
寅
七
月
戊
申
朔
/
左
文
林
郎
充
温
州
州
学
教
授
張
希
亮
校
正
/

左
宣
教
郎
知
温
州
永
嘉
県
主
管
勧
農
公
事
窟
械
題
誌
」
と
い
う
。
す
な
わ

n
u
d
 

n
w
u
 

中



ち
、
宋
紹
興
四
年
(
一
二
ニ
四
)
温
州
州
学
刊
本
と
い
う
こ
と
で
、

そ
れ

は
字
様
、
版
式
か
ら
ほ
ぼ
肯
け
る
。

原
刻
刻
工
を
み
る
と
、
温
州
が
再
漸
東
路
で
も
南
に
位
置
す
る
た
め
か
、

南
宋
初
期
江
新
地
方
刊
の
諸
書
と
共
通
す
る
名
は
ご
く
少
い
。

一
五
巻
の

一
一
名
の
う
ち
に
も
、
余
正
が
同
じ
紹
興
刊
の
白
氏
六
帖
事
類
集
(
侍
氏

旧
蔵
・
天
理
図
書
館
現
蔵
)
に
あ
る
、
ば
か
り
で
、
こ
の
名
は
ま
た
乾
道
九

年
(
一
一
七
一
ニ
)
序
刊
の
東
披
集
(
内
閣
文
庫
蔵
)
や
南
宋
中
期
刊
の
周

易
玩
辞
(
台
北
中
央
図
書
館
北
平
蔵
〉
に
も
み
え
る
。
こ
の
よ
う
に
原
刻

刻
工
か
ら
は
必
ず
し
も
紹
興
四
年
刊
を
証
明
で
き
な
い
が
、
次
の
補
刻
葉

か
ら
そ
れ
が
妥
当
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

補
刻
は
北
京
大
学
本
全
二
一
六
葉
の
う
ち
四

O
葉
で
、
版
面
か
ら
み
て

二
度
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
第
一
次
修
は
南
宋
前
期
で
、

そ
の
一
一
な
い
し
一
二
葉
か
と
み
え
、
残
り
が
南
宋
中
期
修
と
な
る
が
、

こ
の
関
係
は
南
宋
刊
本
通
典
(
天
理
図
書
館
蔵
)
の
場
合
と
刻
工
が
共
通

す
る
こ
と
で
裏
付
け
ら
れ
る
。
前
掲
の
補
刻
刻
工
一
七
名
の
う
ち
一
一
名

が
通
典
の
補
刻
に
も
携
っ
て
い
る
が
、
李
政
・
李
論
、
洪
坦
、
劉
文
が
通

典
で
も
南
宋
前
期
の

王
朝
、
呉
春
、
余
敏
、
宋
通
、
夏

X
、
張
明
、
陳

彬
が
南
宋
中
期
の
補
刻
刻
工
で
あ
る
。
南
宋
前
期
刻
工
に
は
ほ
か
に
毛
端

が
い
て
、

か
れ
ら
は
い
ず
れ
も
中
期
修
本
も
少
し
は
刻
し
て
い
る
が
、
劉

文
の
名
が
明
州
刊
文
選
の
紹
興
二
八
年
修
工
の
な
か
に
あ
る
の
を
は
じ
め
、

乾
道
九
年
刊
の
准
海
集
(
内
閣
文
庫
・
台
北
故
宮
博
物
院
蔵
)
、

同
年
序

刊
の
東
披
集
(
内
閣
文
庫
蔵
)
、
紹
照
三
年
の
礼
記
正
義
を
軸
と
し
て
そ

の
前
後
に
刊
刻
さ
れ
た
越
刊
八
行
本
注
疏
の
周
易
注
疏
・
尚
書
正
義
・
論

語
注
疏
解
経
・
孟
子
注
疏
解
経
(
両
漸
東
路
茶
塩
司
刊
)
等
の
刻
工
で

あ
っ
て
、
第
一
次
修
は
紹
興
末
か
ら
乾
道
年
聞
に
か
け
て
行
わ
れ
た
と
考

え
て
よ
か
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
原
刻
は
紹
興
四
年
で
あ
っ
て
よ
い
わ

け
で
あ
る
。

南
宋
中
期
刻
工
は
一
二
名
で
あ
る
が
、
中
期
刊
の
古
史
に
九
名
、
輔
州

刊
文
選
の
中
期
修
に
四
名
、
斯
刊
九
行
本
南
北
朝
七
史
の
中
期
修
の
宋
書一

に
九
名
、
南
斉
書
に
一

O
名
、
梁
書
に
七
名
、
陳
書
に
七
名
、
競
書
に
一

一
名
、
北
斉
書
六
名
も
同
じ
名
が
み
え
る
。
こ
れ
ら
の
補
刻
は
通
典
や
七

史
と
同
様
、
版
木
が
移
さ
れ
て
臨
安
の
国
子
監
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
西
湖
書
院
重
整
書
目
に
唐
六
典
が
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
一
克
代
ま
で
は

残
存
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
南
薙
志
経
籍
考
に
は
も
は
や

み
え
ず
、

明
の
南
京
国
子
監
に
は
少
く
と
も
嘉
靖
ま
で
は
伝
え
ら
れ
な

、ゃっ，-。

カ
ナ
ー
こ
の
本
の
国
子
監
崇
文
閣
官
書
印
は
南
京
図
書
館
本
の
巻
七
首
、
北
京

図
書
館
本
の
巻
二
八
首
と
巻
二
一
の
尾
に
も
あ
る
と
い
う
か
ら
、
こ
れ
ら
は

nu 
nu 



す
べ
て
僚
巻
で
、
南
宋
後
期
に
因
子
監
で
印
行
さ
れ
た
も
の
か
。
奥
村
郁

三
氏
は
こ
の
宋
版
に
次
ぐ
明
正
徳
一

O
年
(
一
五
一
五
)
刊
本
三

O
巻
が

こ
れ
を
底
本
と
し
て
い
る
か
ら
〈
氏
は
覆
刻
と
い
う
が
行
格
が
異
る
)
、

当
時
、
完
本
が
存
在
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

北
京
図
書
館
現
蔵
本
を
有
し
た
停
氏
が
校
宋
紹
興
刊
唐
六
典
残
本
政

(
蔵
園
霊
書
題
記
巻
一
一
一
)
を
著
し
、

玉
井
是
博
氏
が
一
九
一
一
一

O
年
以
来
、

校
勘
に
努
力
さ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
含
め
唐
六

典
全
般
に
つ
い
て
、
奥
村
氏
の
解
説
が
大
い
に
参
考
と
な
る
(
槽
醐
一
程
一
瑚

基
本
資
料
の
研
究

8
大
唐
六
典
J

東
京
大
学
出
版
会
一
九
九
三
年
」

な
お
古
逸
叢
書
三
編
の
影
印
本
は
、

宋
本
大
唐
六
典
と
し
て
一
九
九
一

年
に
洋
装
縮
印
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
調
査
に
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

中
国
版
刻
図
録
図
版
一

O
四
に
は
巻
三

O
首
葉
の
書
影
が
掲
載
さ
れ
司
原

刻
葉
で
刻
工
は
郭
実
ら
し
い
。

政

三塁E
Eヨ

類、

通
典
残
本
(
存
巻
一

1
五
・
二
六

1
三
五
・
八
一

1
一
0
0
・

一一

i
一
四
五
・
二
ハ
一
一
一

1
一
人

O
)

唐
杜
祐
撰

〔
南
宋

初
期
〕
刊
〔
南
宋
前
期
・
同
中
期
・
元
〕
逓
修

一
八
冊

新
補
群
青
色
表
紙
(
三
二
・
一
二
×
一
九
今
)
、
概
装
。
唐
李
翰
の
通
典

序
。
本
文
巻
首
「
通
典
巻
第
一
/
訟
を
京
北
杜
(
一
一
耕
)
佑

纂
」
。
左
右
双
辺
(
二
二
・
六
×
一
五
・
五
拘
ン
)
、
一
五
行
、
二
八
字
内
外

字
君
卿

-
注
文
小
字
双
行
三
五
字
内
外
不
等
。
版
心

白
口
、
単
黒
魚
尾
、
上
象

鼻
に
と
き
に
刻
工
名
、
下
に
刻
工
名
を
刻
し
、
と
く
に
通
典
の
題
は
な
く

て
第
幾
冊
と
す
る
。
巻
一
首
葉
は
南
宋
中
期
修
、
刻
工
は
泰
宗
で
あ
る
が
、

五
巻
を
一
冊
と
し
て
丁
付
を
通
す
の
は
北
宋
刊
本
か
ら
こ
の
至
元
修
本
ま

で
同
様
で
あ
る
。
字
数
が
入
る
の
は
南
宋
中
期
修
業
か
ら
で
あ
る
が
、
そ

れ
が
か
な
り
墨
釘
に
な
っ
て
い
る
。
版
心
下
方
が
か
な
り
破
損
し
て
刻
工

名
の
よ
く
み
え
な
い
場
合
が
少
く
な
く
、

と
く
に
原
刻
刻
工
が
わ
か
ら
な

弓
成

い
が
、
修
工
に
は
次
の
よ
う
な
者
が
い
る
。

食
臼
Eヨ

方
至

呉
昌
金
栄
徐
仁

劉
亡

朱
元

高
友

王
信

王
寿

(
南
宋
前
期
修
)

李
倍

張
亮

曹
栄

方
得
時

王
寿

朱
生

何
鎮

余
.靖

何
澄

何
沢

石
昌

宋
通

李
益

周
南

沈
秀

沈
思
恭

李
仲

李
師
正

金
滋

張
亮

張
栄

孫
日
新

泰
宗

高
寅

張
允

張
用

曹
冠
栄

陳
寿

楊
栄

董
辰

董
澄

曹
興
祖

陳
良

銭
周
祥

(
以
上
南
宋
中
期
修
)

何
浩

沈
定

荷
茂

沈
祖

金
文
栄

張
太
初

胡
勝

陳
新

謝
杷

(
以
上
元
修
)

朱
筆
句
点
、
傍
点
、
朱
引
が
一
部
に
、

ま
た
眉
上
に
墨
筆
で
標
注
が
記

nu 



さ
れ
る
。
蔵
印
は
「
木
斎
」
「
李
印
/
盛
鐸
」
ハ
陰
)
「
木
犀
軒
/
蔵
書
」
等
。

増
入
諸
儒
議
論
杜
氏
通
典
詳
節
四
二
巻
(
欠
巻
二
一
了
三
ニ
)

〔
元
末
明
初
〕
刊
(
覆
元
歪
元
二
三
年
刊
本
〉

一
三
冊

李

新
補
薄
茶
色
縦
透
文
入
覆
表
紙
(
二
二
・
九
×
一
四
・
九
拘
ン
)
、
補
装
。

一
部
に
艶
出
青
緑
色
の
一
克
表
紙
を
残
す
。

李
翰
序
、
新
纂
杜
氏
通
典
詳
節
図
譜
、
増
入
諸
儒
議
論
通
典
詳
節
綱
目
、

こ
の
末
に
「
至
元
丙
成
/
重
新
繍
梓
」
の
木
記
、
「
杜
氏
通
典
篇
第
題
旨
」
、

増
入
諸
儒
議
論
姓
氏
が
あ
っ
て
、
本
文
巻
首
「
増
入
諸
儒
議
論
社
氏
通
典

詳
節
巻
第
ご
。

左
右
双
辺
(
一
七
・
コ
マ
〈
二
一
・
二
一
内
ン
〉
、
一
四
行
二
二
一
一
字
・
注
文
小

字
双
行
。
版
心

線
黒
口

双
黒
魚
尾
、

そ
の
間
に
題
の
「
典
幾
」
と
丁

付
、
上
象
鼻
に
大
小
字
数
。
宋
詩
欠
画
が
一
部
に
残
り
、
高
宗
の
勾
を

「
太
上
皇
/
帝
嫌
名
」
と
し
、
孝
宗
の
惇
を
「
御
/
名
」
と
す
る
の
は
、

北
京
図
書
館
に
一
部
が
存
す
る
宋
紹
照
五
年
刊
本
の
覆
刻
本
で
あ
る
か
ら

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
字
様
か
ら
は
木
記
の
至
元
二
三
年
(
一
二
八
六
〉

刊
本
と
も
思
え
ず
、
一
五
末
に
至
っ
て
吏
に
覆
刻
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
蔵
印
は
「
劇
」
(
鵬
)
「
彦
威
」
(
闘
)
「
王
氏
/
家
蔵
」
、
「
盛
/
鐸
」
(
陰
)
「
木

/
斎
」
「
木
犀
軒
/
蔵
書
」
「
尊
嘉
/
館
印
」
。
そ
れ
に
「
光
山
/
胡
氏
/
家

蔵
」
(
陰
〉
「
果
/
亭
」
「
猶
陰
」
(
円
)
「
恕
」
(
円
〉

「
敬
慎
/
口
口
」
(
陰
〉
等

の
印
を
捺
す
一
紙
を
粘
る
。
書
録
著
録
。

古
史
残
本
〈
存
巻
四

0
・
四
一
・
五
一

1
五
五
〉

宋
蘇
轍
撰

〔
南
宋
中
期

斯
〕
刊

冊

後
補
金
切
箔
散
薄
桃
色
表
紙
(
三

0
・
七
×
一
四
・
五
世
ン
)
、
観
装
。

本
文
巻
首
「
廉
頗
蘭
相
如
列
伝
第
二
十
八
(
一
耕
)
古
史
五
十
ご
。
左
右

双
辺
(
二
八
・
九
×
一
五
・
五
世
ン
〉
、
一
一
行
、
二
二
字
・
注
文
小
字
双
行

二
四
字
。
版
心

双
黒
魚
尾
、
上
象
鼻
に
千
字
文
号
と
大
小
字
数
、

'臼口、

題
は
「
古
史
伝
二
十
八
」
の
よ
う
に
、
下
象
鼻
に
丁
付
と
刻
工
名
を
刻
す

る
。
刻
工
名
は

了
松
年

王
恭

王
換

王
定

王
寿

石
昌

何
澄

方
中

呉
春

宋
据

金
栄

宋
祐

沈
定

金
崇

呂
信

李
仲

金
祖

孫
春

徐
瑛

楊
潤

曹
鼎

章
忠

陳
伸

陳
寿

徐
茂

，馬
祖

輩
、
澄

劉
昭

蒋
片』

'fr 

臨
知
柔

察
部

鄭
春

鷹
汝
升

信
一
司
世
栄

顧
達

い
ず
れ
も
南
宋
中
期
江
斯
地
方
の
刻
工
で
あ
る
。
前
解
題
(
下
)
参
照
。

「
理
嘉
/
閣
印
」
「
木
犀
軒
/
蔵
書
」
、
書
録
著
録
。
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金

石

類

集
古
録
蹴
尾
残
本
(
存
巻
一
・
二
・
四

有
欠
)

宋
欧
陽
惰
撰

〔
南
宋
中
期
〕
刊

ニ
冊

李

後
補
金
切
箔
散
濃
紫
色
絹
表
紙
(
三
四
×
二
二
・
八
時
弓
〉
、
粘
葉
装
。

本
文
首
題
は
巻
一
首
が
欠
け
て
、
次
に
「
集
古
録
践
尾
巻
第

欧
陽

文
忠
公
集
一
百
三
十
五
」
。

左
右
双
辺
(
二

0
・
六
×
一
四
・
五
拘
ン
)
、
一

O
行
、
二
ハ
字
・
注
文
小

字
双
行
。
版
心

白
口
、

双
黒
魚
尾
、

上
象
鼻
に
字
数
、
題
「
集
古
録

幾
」
、
下
象
鼻
に
丁
付
と
刻
工
名
を
刻
す
る
。
刻
工
名
は
、
才
仲
と
禁
態
、

単
字
が
仲
宗
元
懇
武
俊
錫
寧
振
発
銑
。
避
誇
欠
画
は
、
弘
貞
署
樹
桓

完
慎
敦
字
に
あ
る
。

尾
題
「
集
古
録
蹴
尾
巻
第
二
」
。

欧
陽
文
忠
公
集
一
五
三
巻
中
の
集
古
録
践
尾
一

O
巻
の
残
本
で
あ
る
。

欠
葉
が
巻
一
第
一
・
二
葉
と
巻
四
第
一
二
葉
以
下
。

堂
々
た
る
美
本
で
、
墨
色
鮮
か
な
早
印
本
で
あ
る
。
匡
郭
の
周
囲
に
、

天
地
は
一
一
ニ
今
、
左
右
は
八
今
余
と
十
分
な
余
白
が
あ
る
。
た
だ
字
様
は

や
や
拙
く
、
巻
一
第
三
葉
は
「
二
ご
「
三
中
」
「
一
ニ
上
」
の
三
葉
に
、
同
第

九
葉
は
「
九
」
「
又
九
」
の
二
葉
に
な
っ
て
、
末
葉
の
丁
付
は
二
九
で
あ
る

が
、
全
三
二
葉
の
う
ち
の
存
三

O
葉
で
あ
る
。
巻
二
は
二
八
葉
。
巻
四
は

第
一
冊
尾
に
第
一

1
三
葉
が
附
綴
さ
れ
、
第
三
冊
は
存
第
四

1
二
O
葉、

以
下
が
欠
葉
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
料
紙
が
小
さ
く
(
三

0
・
二
×
一
九

-
七
持
γ
〉、

か
な
り
後
印
の
同
版
本
で
あ
る
。
巻
一
・
二
に
は
朱
筆
で
句

点
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
巻
四
に
は
こ
れ
が
な
い
。

宋
刊
欧
陽
文
忠
公
集
に
つ
い
て
は
、
増
訂
中
国
訪
書
志
五
一
二

1
四
頁

や
同
じ
著
者
の
天
理
図
書
館
蔵
宋
金
元
版
考
(
ピ
ブ
リ
ア
第
七
五
号

九
八

O
年
、
阿
部
隆
一
遺
稿
集
第
一
巻
所
収
)
に
詳
し
い
が
、
こ
の
記
事

と
北
京
図
書
館
善
本
書
目
お
よ
び
中
国
版
刻
図
録
図
版
一
四
一
ニ
の
解
説
と

を
併
せ
み
れ
ば
、
こ
れ
が
少
く
と
も
三
種
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
は
宋

慶
元
二
年
周
必
大
刊
本
で
、
北
京
図
書
館
に
三
部
あ
る
と
さ
れ
る
。
原
本

未
見
の
い
ま
、
こ
の
断
定
に
い
さ
さ
か
疑
問
が
な
い
で
も
な
い
が
、
版
刻

図
録
に
「
慶
元
二
年
周
必
大
情
門
客
胡
栴
・
彰
叔
夏
等
拠
衆
本
業
校
、
付

吉
州
刻
版
、
吉
州
即
今
吉
安
、
世
伝
吉
州
本
欧
集
、
指
此
。
精
後
江
西
地

区
又
拠
此
本
醜
版
二
次
、
行
款
版
式
悉
問
、
世
亦
誤
認
為
土
品
川
本
」
と
い

う
の
は
、
同
年
周
必
大
の
刊
記
本
が
実
在
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
同
館

に
周
必
大
刊
本
の
他
に
七
部
あ
る
宋
刻
本
が
二
種
に
わ
た
る
こ
と
を
示
す

も
の
と
思
わ
れ
る
。
第
二
種
と
し
て
明
ら
か
な
の
は
、
中
国
訪
書
志
五
六

三
頁
著
録
の
台
北
の
中
央
図
書
館
蔵
の
存
居
士
集
目
録
・
巻
四
一

1
四
四
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の
三
冊
で
、
こ
の
本
も
ま
た
李
盛
鐸
旧
蔵
で
あ
る
。
第
三
は
同
五
六
四
頁

の
中
央
図
書
館
蔵
の
存
表
奏
書
啓
四
六
集
巻
七
一
冊
等
で

一
一
と
は
刻
工

も
異
る
者
が
多
く
、
別
版
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
る
。

北
京
大
学
本
は
こ
の
第
三
本
で
あ
っ
て
、

た
だ
こ
名
の
刻
工
が
そ
れ
ぞ

れ
に
共
通
す
る
。
禁
懇
の
名
は
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
(
存
六
九
巻
)
、
鉄
琴

銅
剣
楼
宋
本
書
影
(
巻
一
第
一
葉
、
存
巻
一

1
五

0
・
北
京
図
書
館
現

蔵)、

旧
京
書
影
(
附

)
1
(悶
)
本
の

(
倒
)
目
録
第
一
葉
に
も
み
え

る
。
ま
た
も
う
一
人
の
才
仲
の
名
も
、
書
陵
部
本
、
宝
礼
堂
宋
本
書
録
著

録
本
(
存
巻
八
二

1
八
四
・
北
京
図
書
館
現
蔵
)

に
あ
り
、

旧
京
童
同
影

(
仰
)
巻
五
五
第
一
葉
に
も
み
え
る
。
こ
の
刻
工
名
で
み
れ
ば
、
こ
れ
ら

は
み
な
同
じ
第
三
の
本
と
な
る
。
な
お
北
京
図
書
館
古
籍
善
本
書
目
は
、

右
の
嬰
氏
、
番
氏
旧
蔵
の
二
本
を
た
だ
「
宋
刻
本
」
と
し
て
、
慶
元
二
年
間

必
大
刊
本
と
区
別
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
書
陵
部
本
の
刻
工
は
他
に
、

江
遂

呂
桂

呉
仲

上
官
通

在
才

立
早
妊

東
俊

況
天
祐

奇
才

劉
聴

劉
忠

察
賜

胡
フじ

部
寿

部
発
等
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
の
呉
仲
と
胡
元
は
宝
礼
堂
宋
本

書
録
に
も
あ
り
、

ま
た
江
遂

呂
桂

立
早
旺

在
才

劉
聴

況
天
祐

劉
忠

部
寿
は
、
天
理
図
書
館
蔵
の
完
本
(
補
写
三
五
葉
〉
と
も
共
通
す

る
。
し
た
が
っ
て
天
理
本
も
同
版
と
な
り
そ
う
で
あ
る
が
、

そ
の
巻
一
首

葉
の
刻
工
は
「
乗
源
」
で
あ
り
、
字
様
に
も
明
ら
か
に
異
る
と
こ
ろ
で

あ
っ
て
、
少
く
と
も
鉄
琴
錦
剣
楼
本
と
は
別
版
で
あ
り
、
薬
品
愈
の
名
が
み

え
な
い
か
ら
、
書
陵
部
本
等
と
も
別
版
の
よ
う
で
あ
る
。

一
方
で
天
理
本

の
上
官
通

官
通

程
成

陳
ヌじ

陳
全

劉
文

部
仁
は
、
第
二
種
と

し
た
中
央
図
書
館
の
存
居
士
集
目
録
・
巻
四
一

1
四
四
の
=
一
冊
に
も
共
通

す
る
か
ら
、

天
理
本
は
む
し
ろ
こ
の
第
二
に
属
す
る
も
の
で
は
な
い
か
。

な
お
天
理
本
は
金
沢
文
庫
本
、
伊
藤
氏
古
義
堂
の
旧
蔵
で
、
国
宝
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。
第
二
、
第
三
の
こ
種
は
、

ど
ち
ら
が
先
か
わ
か
ら
な
い
が
、

短
い
期
間
に
吉
州
で
前
後
し
て
覆
刻
さ
れ
、
刻
工
に
共
通
す
る
者
が
い
る

の
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
刻
工
は
、
次
の
よ
う
な
諸
書
も
刻
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

呉
仲

披
門
酬
唱

中
央
図
書
館

紹
照
元
年
序
刊

議
章

胡
ヌじ

呉
仲

郵
俊

菜
賜

郵
発

胡
ヌじ呂

氏
家
塾
読
書
記

淳
照
九
年
江
西
漕
台
刊

四
部
叢
刊
続
編

胡
ヌじ

韓
集
挙
正

大
倉
集
古
館

淳
臨
…
一
六
年
政

南
安
軍
刊

呉
仲

春
秋
経
伝
集
解

撫
州
公
使
庫
刊

淳
照
〈
一

一
八
九
〉

故
宮
博
物
院

宮
内
庁
書
陵
部

中
央
図
書
館
(
北
平
)

で
は
い
さ
さ
か
こ
の
本
よ
り
刊
期
が

淳
照
間

胡
一
五

文
選
六
直
註

鞍
州
刊

淳
照
問

一
七
四

1
一

早
い
が
、
譲
章
、
南
安
軍
、
撫
州
、
輸
州
と
い
ず
れ
も
江
西
で
、
当
時
は
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江
南
西
路
に
属
す
る
。
慶
元
二
年
(
一
一
九
六
)
周
必
大
の
刊
刻
に
次
い

で
、
こ
の
本
も
欧
陽
惰
の
籍
貫
の
吉
州
で
覆
刻
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
第

二
の
天
理
本
も
第
三
の
書
陵
部
本
も
欠
画
が
敦
字
ま
で
で
あ
る
か
ら
、

そ

の
時
期
は
慶
元
以
後
と
な
る
が
、
と
も
に
こ
年
を
さ
ほ
ど
隔
て
る
こ
と
は

あ
る
ま
い
。

あ
と
が
き

北
京
大
学
図
書
館
へ
は
、

一
九
八
七
年
初
夏
と
九
一
年
秋
の
両
次
に
わ

た
り
、

ま
る
三

O
日
ほ
ど
も
日
参
し
た
。
庄
守
経
・
郭
松
年
正
副
館
長
の

歓
待
を
受
け
、
善
本
閲
覧
室
張
玉
範
主
任
と
と
も
に
宋
元
版
の
閲
覧
に
格

別
の
ご
配
慮
を
賜
っ
た
。
編
目
部
の
醇
晶
如
氏
と
日
本
研
究
中
心
副
秘
書

長
の
李
玉
副
教
授
(
九
一
年
)
に
、

な
に
か
に
つ
け
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

彪
大
な
冊
数
の
出
納
に
は
、
胡
桐
(
八
七
年
)

-
王
培
章
・
王
利
絹
(
九

一
年
)
の
諸
氏
が
労
を
厭
わ
ず
当
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
大
学
中
文
系
・
古

文
献
研
究
所
の
諸
先
生
方
も
常
に
援
助
を
惜
し
ま
れ
な
か
っ
た
。
深
謝
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

翌
九
二
年
が
図
書
館
創
立
九

O
年
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
縁
で
光
栄
に

も
館
長
か
ら
そ
の
記
念
文
集
(
文
明
的
沃
土
)
に
寄
稿
を
求
め
ら
れ
た
。

一
方
、
郭
氏
が
昨
年
(
九
四
年
)

一
二
月
七
日
に
逝
去
さ
れ
た
こ
と
に
、

深
く
京
悼
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
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